
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その２ 市民調査クロス集計結果】 
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１ 調査目的 

 本調査は、平成 29年度に予定している「いきいき安心プランⅥまつど（第８期高齢者保健福祉計

画・第７期介護保険事業計画）」の策定に向けて、市民の高齢社会についての意識や生活状況、介護

に対する考え方、保健、医療及び福祉サービスの利用実態や今後のニーズを把握し、計画策定の基

礎資料として活用するために実施しました。 
 

２ 調査実施の概要 

本調査の調査対象者、調査方法、実施期間及び回収状況は以下の通りです。 
 

 若年者調査 
事業対象者・ 

要支援認定者調査 
要介護認定者調査 

基準日 平成 28 年 11 月１日 

年齢区分 40 歳以上 65 歳未満 40 歳以上 40 歳以上 

対象 
介護保険の要支援・要介護認
定を受けていない市民 

介護予防・日常生活支援総合
事業対象者の特定を受けて
いる市民及び介護保険の要
支援の認定を受けている市民 

介護保険の要介護の認定を
受けている市民 

母集団 163,495 人 5,494 人 10,191 人 

抽出日 平成 28 年 11 月８日 

標本数 3,000 人 5,000 人 9,000 人 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査期間 平成 28 年 11 月 28 日～12 月 26 日（礼状兼督促状１回） 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

回収数 1,365 人 3,109 人 4,430 人 

有効回収数 1,364 人 3,106 人 4,425 人 

有効回収率 45.5％ 62.1％ 49.2％ 

標本誤差 

90％または 10％前後＝ ±1.59 
80％または 20％前後＝ ±2.12 
70％または 30％前後＝ ±2.43 
60％または 40％前後＝ ±2.60 

50％前後＝ ±2.65 

90％または 10％前後＝ ±1.05 
80％または 20％前後＝ ±1.40 
70％または 30％前後＝ ±1.61 
60％または 40％前後＝ ±1.72 

50％前後＝ ±1.76 

90％または 10％前後＝ ±0.88 
80％または 20％前後＝ ±1.18 
70％または 30％前後＝ ±1.35 
60％または 40％前後＝ ±1.44 

50％前後＝ ±1.47 

 ※本調査の標準誤差は、以下の式によって得られます 

= ±2 2 × −− 1 × （100 − ）
  ※

−− 1 ≒ 1 
 

k=標本誤差 N=母集団数 n=比率算出の基数（サンプル数） P=回答比率 
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 施設利用者調査 在宅介護実態調査 

基準日 平成 28 年 11 月１日 － 

年齢区分 40 歳以上 40歳以上 

対象 介護保険施設等に入所している市民 
要支援・要介護認定を受けている方のう
ち、更新申請・区分変更申請に伴う認定調
査を受ける方 

母集団 3,769 人 2,928 人 

抽出日 平成 28 年 11 月８日 － 

標本数 1,500 人 646 人 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 調査期間中に調査対象に該当された人 

調査期間 
平成 28 年 11 月 28 日～12 月 26 日 

（礼状兼督促状１回） 
平成 28 年 12 月 21 日～4 月 3 日 

調査方法 郵送配布・郵送回収 認定調査員による聞き取り調査 

回収数 846 人 606 人 

有効回収数 842 人 606 人 

有効回収率 56.1％ 93.8％ 

標本誤差 

90％または 10％前後＝ ±2.03 
80％または 20％前後＝ ±2.70 
70％または 30％前後＝ ±3.09 
60％または 40％前後＝ ±3.31 

50％前後＝ ±3.38 

90％または 10％前後＝ ±2.39 
80％または 20％前後＝ ±3.18 
70％または 30％前後＝ ±3.65 
60％または 40％前後＝ ±3.90 

50％前後＝ ±3.98 
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３ 調査の枠組み 

 

 若年者調査（枠組み） 

 

 

  

＜基本属性＞ 

F1 住まいの地域 

F2 回答者 

F3 性別 

F4 年齢 

F5 職業 

F6 同居者の続柄、  

  人数  

F7 世帯収入 

F8 住宅の種類 

F9 経済的ゆとり 

F10 時間的ゆとり 

Q34 情報入手方法 

＜健康＞ 

Q1 身長体重 

Q2 健康状態 

Q3 健康維持方法 

Q4 疾病状況 

Q5 健診の受診経験 

Q6 歯科検診の受診経験 

Q7 歯の状態 

Q8 飲酒 

Q9 喫煙 

Q10 食事相手 

Q11 食事の機会 

＜生きがい・不安＞ 

Q15 相談をするか 

Q16 相談されるか 

Q17 笑いの機会 

Q18 病気時に世話をされ 

   るか 

Q19 病気時に世話をする 

   か 

Q20 相談できる人や窓口 

   の有無 

Q20-1 相談した人や窓口 

Q24 生きがい等の有無 

Q24-1 生きがいを感じる 

    もの 

Q25 直近 1カ月の気分 

Q26 今後の生活について 

Q27 自助互助について 

＜社会参加＞ 

Q12 グループ活動 

Q13 地域活動 

Q14 今後の地域活動 

Q21 近所付合い 

Q22 避難場所 

Q23 避難協力 

＜高齢者・介護制度＞ 

Q30 制度の理念の周知度 

Q31 介護保険料の負担割

合 

Q32 制度の周知度 

Q33 保険料負担とサービ 

   スに対する考え方 

Q35 高齢者施策 

Q36 認知症施策 

＜将来指向＞ 

Q28 今後の生活 

（生活・就労・地域貢献） 

Q29 介護が必要になった 

   時の希望 

＜近親者等の介護＞ 

Q37 介護経験の有無 

 Q37-1 要介護者との関係 

 Q37-2 要介護者の所在 

 Q37-3 介護の期間 

 Q37-4 1 日の介護の頻度 

 Q37-5 1 週間の介護頻度 

 Q37-6 介護に要する移動 

     時間 

 Q37-7 協力者の有無 

 Q38 他の介護、子育て  

＜介護離職＞ 

Q39 仕事への対応 

 Q39-1 対応理由 

 Q39-2 仕事が継続できた 

     理由 

 Q39-3 仕事継続の可否 

Q40 仕事と介護の両立のた 

   めの支援 

(N)：ﾆｰｽﾞ調査必須項目 

(N.O)：ﾆｰｽﾞ調査ｵﾌﾟｼｮﾝ項目 
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業対象者・要支援認定者調査（枠組み） 

  

＜基本属性＞ 
F1 住まいの地域 
F2 回答者  
F3 性別 
F4 年齢 
F5 家族構成（N） 
F6 同居者の続柄、 
  人数 
F7 世帯収入 
F8 経済的ゆとり（N） 
F9 15 歳時の生活程度 
F10 要支援状態区分 
F11 住宅形態（所有区
分）（N.O） 

＜身体状況＞ 
Q1  身長・体重（N） 
Q2  体重減少（N.O） 
Q3  健康状態 
Q4  健康維持 
Q5  介護の必要性(N) 
Q6  病気・後遺症(N) 
 Q6-1 認知症診断   
Q7  健康診査 
Q8  歯科健康診査 
Q9  歯の残数（N） 
Q10 義歯 
 Q10-1 歯の手入れ 
Q11 歯の噛み合わせ
（N.O） 
Q12 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 
 Q12-1 未接種理由 
Q13 肺炎球菌予防接種 
 Q13-1 未接種理由 
Q14 罹患 
 Q14-1 入院 

＜日常生活圏域ﾆｰｽﾞ＞ 
  ＋ｵﾌﾟｼｮﾝ項目 
【食事・飲酒・喫煙・日

常行動】 
Q15～Q47  
（ｵﾘｼﾞﾅﾙ） 
Q29 運転免許 
 Q29-1 免許返納 
Q44 電話発信 
Q45 日付認知 
 Q47-1 趣味 

＜社会参加＞ 
Q48 町会加入 
Q49 交流場有無 
Q50～Q58 ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動(N） 
 Q59-1 不参加理由 
Q60 参加形態（運営） 
Q61 お世話役参加意向(N) 
Q62 参加役参加意向(N) 

＜居住地域＞ 

Q74 地域への愛着 

Q75 近所付き合い 

Q76 支え合い活動 

＜高齢者・介護制度＞ 
Q86 国民の努力・義務 
Q87 理念 
Q88 情報収集手段 
Q89 自助互助の考え方 
Q90 保険外ｻｰﾋﾞｽ 
Q91～92 総合事業認知 
Q93 保険ｻｰﾋﾞｽ利用 
 Q93-1 在宅ｻｰﾋﾞｽ 
 Q93-2 生活の変化 
 Q93-3 未利用理由 
Q94 高齢者施策 
Q95 認知症施策 
Q97 保険料負担 

＜こころのハリ 
     ・生きがい＞ 
Q84 幸福度 
Q85 こころのハリ 
      ・生きがい 
 Q85-1 感じていること 

＜友人関係＞ 
Q63 交流頻度(N.O） 
Q64 交流人数(N.O） 
Q65 友人の関係性(N.O) 

＜たすけあい・笑い＞ 
Q66 相談（受け側）(N) 
Q67 相談（聞き側）(N) 
Q68 笑いの頻度 
Q69 看病（受け側）(N） 
Q70 看病（支え側）(N） 
Q71 相談窓口 
 Q71-1 利用相談窓口 
Q72 地域活動協力 
Q73 避難場所・経路 

＜精神状態＞ 

Q77 生活の充実感 

Q78 楽しみ感 

Q79 おっくう感 

Q80 役割感 

Q81 疲れ感 

Q82 憂鬱感(N) 

Q83 無気力感(N) 

＜主介護者による介護＞ 
Q98 続柄 
Q99 性別 
Q100 年齢 
Q101 職業 
Q102 介護の現状 
Q103 介護期間 
Q104 介護頻度 
Q105 介護時間 
Q106 被介護者居住場所 
Q107 移動時間 
Q108 介護協力者 
Q109 被介護者以外の介護
及び子育て 
Q110 介護離職 
 Q110-1 離職理由 
 Q110-2 就業継続理由 
 Q110-3 就業継続性 
Q111 仕事と介護の継続 
Q112 今後の介護方法 
Q112-1 在宅ｻｰﾋﾞｽ等 
Q113 介護保険制度 
Q114 情報収集手段 
Q115 介護時の悩み 
Q116 介護時の相談相手 

＜将来指向＞ 

Q96 今後の介護希望 

(N)：ﾆｰｽﾞ調査必須項目 

(N.O)：ﾆｰｽﾞ調査ｵﾌﾟｼｮﾝ項
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要介護認定者調査（枠組み） 

 

 

  

＜基本属性＞ 
F1 住まいの地域 
F2 回答者  
F3 性別 
F4 年齢 
F5 家族構成（N） 
F6 同居者の続柄、数 
F7 世帯収入 
F8 経済的ゆとり（N） 
F9 要介護状態区分 
F10 1 年前の要介護状態 
  区分 
F11 介護の必要性 
 F11-1 介護の原因 
 F11-2 介護者 
F12 住宅形態（所有区 
   分）（N.O） 
F13 主な生活場所 
F14 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

＜身体状況＞ 
Q1  身長・体重（N） 
Q2  体重減少（N.O） 
Q3  健康状態 
Q4  病気・後遺症(N) 
 Q4-1 認知症診断 
Q5  通院頻度 
Q6  通院介助 
Q7  健康診査 
Q8  歯科健康診査 
Q9  歯の残数（N） 
Q10 義歯 
 Q10-1 歯の手入れ 
Q11 歯の噛み合わせ
（N.O） 
Q12 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 
 Q12-1 未接種理由 
Q13 肺炎球菌予防接種 
 Q13-1 未接種理由 
Q14 罹患 
 Q14-1 入院 

＜日常生活圏域ﾆｰｽﾞ＞ 
  ＋ｵﾌﾟｼｮﾝ項目 
【食事・飲酒・喫煙・日
常行動】Q15～Q46  
（ｵﾘｼﾞﾅﾙ） 
Q43 電話発信 
Q44 日付認知 
 Q46-1 趣味 

＜こころのハリ＞ 
Q79 幸福度 
Q80 こころのハリ 
 Q80-1 感じていること 

＜精神状態＞ 
Q72 生活の充実感 
Q73 楽しみ感 
Q74 おっくう感 
Q75 役割感 
Q76 疲れ感 
Q77 憂鬱感(N) 
Q78 無気力感(N) 

＜主介護者による介護＞ 
Q94 続柄 
Q95 性別 
Q96  年齢 
Q97  職業 
Q98  介護の現状 
Q99  介護期間 
Q100 介護頻度 
Q101 介護時間 
Q102 被介護者居住場所 
Q103 移動時間 
Q104 介護協力者 
Q105 被介護者以外の介護
及び子育て 
Q106 介護離職 
 Q106-1 離職理由 
 Q106-2 就業継続理由 
 Q106-3 就業継続性 
Q107 仕事と介護の両立 
Q108 高齢者施策 
Q109 認知症対策 
Q110 今後の介護方法 
 Q110-1 在宅サービス 
 Q110-2 申込施設 
Q111 介護時の悩み 
Q112 介護時の相談相手 
Q113 介護保険制度 
Q114 情報収集手段 

＜社会参加＞ 
Q47 町会加入 
Q48～Q56 ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動(N） 
Q57 参加形態（運営） 
Q58 お世話役参加意向(N) 
Q59 参加役参加意向(N) 

＜居住地域＞ 

Q70 地域への愛着 

Q71 近所付き合い 

＜高齢者・介護制度＞ 
Q81 国民の努力・義務 
Q82 理念 
Q87 権利擁護 
Q89 自助互助の考え方 
Q90 保険外ｻｰﾋﾞｽ 
Q91 高齢者施策 
Q92 認知症施策  
Q93 保険料負担 

＜友人関係＞ 
Q60 交流頻度(N.O） 
Q61 交流人数(N.O） 
Q62 友人の関係性(N.O) 

＜たすけあい・笑い＞ 
Q63 相談（受け側）(N) 
Q64 相談（聞き側）(N) 
Q65 看病（受け側）(N） 
Q66 看病（支え側）(N） 
Q67 困りごと 
Q68 相談窓口 
 Q68-1 利用相談窓口 
Q69 避難場所・経路 

＜自身の介護＞ 

Q83 介護保険サービス利

用の有無 

 Q83-1 在宅サービス 

 Q83-2 生活の変化 

 Q83-3 限度額 

  Q83-3-1 限度内利用 

 Q83-4 未利用理由 

Q84 ケアマネの選任 

Q85 選任の相談 

Q86 ケアマネと会う頻度 

＜将来指向＞ 
Q88 自分の介護場所 
 Q88-1 在宅理由 
 Q88-2 在宅サービス 
 Q88-3 施設入所理由 
 Q88-4 施設選択方法 
 Q88-5 申込施設 

(N)：ﾆｰｽﾞ調査必須項目 

(N.O)：ﾆｰｽﾞ調査ｵﾌﾟｼｮﾝ項
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施設利用者調査（枠組み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＜基本属性＞ 

F1 住まいの地域 

F2 回答者 

F3 性別 

F4 年齢 

F5 要介護状態区分 

F6 入所時介護区分 

  状態 

F7 疾病状況 

 F7-1 認知症の 

    診断 

F8 歯科健康診査 

F9 施設での歯科 

  検診 

＜施設＞ 

Q1  入所施設の種別 

Q2  入所までの期間 

Q3  入所期間 

Q4  居室の種類 

Q5  入所による生活の 

   変化 

Q6  施設の選択者 

Q7  施設の選択理由 

Q8  施設での過ごし方 

Q9  施設での地域活動 

Q10 施設の満足度 

 食事 

 入浴 

 施設・設備 

 職員 

 レクなどの活動 

 費用負担 

＜生きがい・不安＞ 

Q11 生きがいの有無 

 Q11-1 生きがい 

Q12 不安感 

 Q12-1 不安なこと 

Q13 相談相手 

Q14 家族・知り合いの訪

問 

＜高齢者・介護制度＞ 

Q15 権利擁護 

Q16 国民の努力・義務 

Q17 理念 

Q18 保険料負担とサー 

 ビスに対する考え方 

＜将来指向＞ 

Q19 今後の生活 

 Q19 今後の生活 

 Q19-1 帰宅時の 

     問題 

 Q19-2 在宅に必 

   要なサービス 
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＜基本属性＞ 

問 1 世帯類型 

＜主介護者＞ 

問 1 勤務形態 

問 2 就業への対応  

問 3 就業支援の効果  

問 4 就業継続性 

問 5 主介護時の不安 

＜自身の介護＞ 

問 8 介護保険以外の 

   サービス支援 

問 9 在宅での必要サー 

   ビス 

問 12 訪問診療の利用 

問 13 介護保険サービス 

     利用の有無 

問 14 介護保険未利用の 

     理由 

＜将来志向＞ 

問 10 施設等への入所検

討 

認定調査員調査 

＜主介護者＞ 

問 2 介護者の頻度 

問 3 介護協力者 

問 4 介護者性別 

問 5 介護者年齢 

問 6 介護者の介護種類 

問 7 介護による仕   

事の対応 

問 11 健康状態 

主介護者調査 

在宅介護実態調査（枠組み） 
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４ 報告書の見方について  

・集計した数値（％）は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しています。そのため、

質問に対する回答の選択肢が１つだけの場合、選択肢の数値（％）をすべて合計しても、四捨五

入の関係で 100.0％にならないことがあります。 
 
・回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各選択肢の割合を

合計すると 100.0％を超えます。 
 
・調査票の選択肢の文章が長い場合、要約して短く表現している場合があります。 
 
・図中で「－」と表示してあるのは、回答者がいなかった場合です。 
 
・選択肢「その他」の回答割合が 10％を超えているものについては、代表的な意見や内容を記して

います。ただし、調査票で記入欄を設けていない場合や、回答者数が少数のため分類が困難な場

合は記載していません。 

 

 

・日常生活圏域については、下記の通り 14地域に分類して集計しました。 

 

日常生活圏域 字 名 

本庁地区 小山、二十世紀が丘美野里町、本町、松戸 

明第１地区 
岩瀬、小根本、胡録台、仲井町、根本、野菊野、松戸新田、緑ヶ丘、 

稔台、吉井町 

明第２東地区 
上本郷、北松戸、竹ヶ花、竹ヶ花西町、南花島、南花島中町、 

南花島向町 

明第２西地区 古ヶ崎、栄町、栄町西、樋野口 

矢切地区 
大橋（旧有料道路〔県道松戸・原木線〕西側）、上矢切、栗山、下矢切、 

中矢切、二十世紀が丘柿の木町、二十世紀が丘萩町、三矢小台 

東部地区 

秋山、大橋（旧有料道路〔県道松戸・原木線〕東側）、紙敷、河原塚、 

高塚新田、田中新田、二十世紀が丘戸山町、二十世紀が丘中松町、 

二十世紀が丘梨元町、二十世紀が丘丸山町、東松戸、和名ヶ谷 

常盤平地区・常盤平

団地地区 

金ヶ作、千駄堀、常盤平、常盤平陣屋前、常盤平西窪町、常盤平双葉町、 

常盤平松葉町、常盤平柳町、日暮、牧の原 

五香松飛台地区 
串崎新田、串崎南町、五香、五香西、五香南、五香六実、初富飛地、 

松飛台 

六実六高台地区 高柳、高柳新田、六実、六高台、六高台西 

馬橋地区 
幸谷、新作、中根、中根長津町、中和倉、八ヶ崎・八ヶ崎２丁目～８丁

目、八ヶ崎緑町、馬橋（ＪＲ線東側）、三ヶ月 

小金地区 

大金平、大谷口、大谷口新田、上総内、久保平賀、幸田、小金、 

小金上総町、小金きよしヶ丘、小金清志町、殿平賀、中金杉、 

根木内（国道６号線西側）、東平賀、平賀、二ツ木、二ツ木二葉町 
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日常生活圏域 字 名 

小金原地区 栗ヶ沢、小金原、根木内（国道６号線東側）、八ヶ崎１丁目 

新松戸地区 新松戸、新松戸北、新松戸東、横須賀 

馬橋西地区 

旭町、七右衛門新田、新松戸南、外河原、西馬橋、西馬橋相川町、 

西馬橋蔵元町、西馬橋幸町、西馬橋広手町、馬橋（ＪＲ線西側）、 

主水新田 

 

※日常生活圏域は 15圏域あるが、施設整備計画策定にあたり、「常盤平団地地区」と「常盤平地

区」を１つの圏域として取り扱っていることより、14 地域に分類し集計した。 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 若年者調査の結果 
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ご本人（封筒のあ

て名の方） 95.5%

家族 4.0%

その他 0.1%

無回答 0.5%

総数
1,364

7.9

6.5

5.9

5.9

5.9

7.1

11.4

6.2

6.3

6.5

6.1

5.6

6.4

5.7

6.5

0 5 10 15

本庁地区

明第１地区

明第２東地区

明第２西地区

矢切地区

東部地区

常盤平地区・常盤平団地地区

五香松飛台地区

六実六高台地区

馬橋地区

小金地区

小金原地区

新松戸地区

馬橋西地区

無回答

％総数=1,364

 

 

 

（１）日常生活圏域 

 

 

 

【 全 体 】 

「常盤平地区・常盤平団地地区」が 11.4％

と最も多く、次いで「本庁地区」が 7.9％、「東

部地区」が 7.1％、「明第１地区」と「馬橋地

区」がそれぞれ 6.5％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）回答者 

 

 

 

【 全 体 】 

 「ご本人（封筒のあて名の方）」が 95.5％、

「家族」が 4.0％、「その他」が 0.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

  

１ ご自身や家族の状況について 

Ｆ１．お住まいの地域を教えてください。（１つに○） 

Ｆ２．今回の調査の回答者はどなたですか。（１つに○） 
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男性

43.8%

女性

55.4%

無回答

0.7%

総数
1,364

40～44歳

14.9%

45～49歳

20.1%

50～54歳

17.8%

55～59歳

22.1%

60～64歳

24.3%

無回答

0.9%

総数
1,364

42.2

5.4

5.4

21.8

14.9

5.9

3.2

1.2

0 10 20 30 40 50

会社員（役員を含む）

公務員

自営業

パート・アルバイト

専業主婦・専業主夫

無職

その他

無回答

％総数=1,364

40～44歳  

14.4

15.5

45～49歳

20.4

20.1

50～54歳

17.2

18.5

55～59歳

22.7

21.6

60～64歳

24.9

23.8

無回答

0.3

0.5

男性

(598)

女性

(756)

％

（３）性別 

 

 

 

【 全 体 】 

 「男性」が 43.8％、「女性」が 55.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

（４）年齢 

 

 

 

【 全 体 】 

「60～64 歳」が 24.3％と最も多く、次いで

「55～59歳」が22.1％、「45～49歳」が20.1％、

「50～54 歳」が 17.8％と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男女による年齢の差はほとんどありませ

ん。 

 

 

 

 

 

（５）職業 

 

 

 

【 全 体 】 

「会社員（役員を含む）」が 42.2％と最も

多く、次いで「パート・アルバイト」が 21.8％、

「専業主婦・専業主夫」が 14.9％、「無職」

が 5.9％と続いています。 

 

 

  

Ｆ３．あなたの性別についておうかがいします。（どちらかに○） 

Ｆ４．あなたの現在の満年齢をご記入ください。（平成 28年４月１日現在） 

Ｆ５．あなたの職業についておうかがいします。（１つに○） 
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１人

11.6%

２人

26.4%

３人

28.2%

４人

21.9%

５人以上

9.8%

無回答

2.1%

総数
1,364

10.9

70.4

33.6

35.4

0.9

1.4

2.9

6.1

12.8

1.1

3.1

1.3

3.3

0 20 40 60 80

いない

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

自分の父

自分の母

配偶者の父

配偶者の母

その他

無回答

％総数=1,364(複数回答)

一人暮らし

10.9%

夫婦二人暮らし

19.6%

息子・娘の２世帯

45.8%

その他

（３世帯を含む）

20.4%

無回答

3.3%

総数
1,364

（６）同居家族 

 

 

 

 

【 全 体 】 

①人数 

「３人」が 28.2％と最も多く、次いで「２

人」が 26.4％、「４人」が 21.9％、「１人」が

11.6％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③世帯類型 

「息子・娘の２世帯」が45.8％と最も多く、

次いで「その他（３世帯を含む）」が 20.4％、

「夫婦二人暮らし」が 19.6％、「１人」が

10.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｆ６．ご自身を含めて何人で暮らしていますか。また、同居されている方はどなたですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

②同居している人 

「配偶者（夫・妻）」が 70.4％と最も多く、

次いで「娘」が 35.4％、「息子」が 33.6％、

「自分の母」が 12.8％と続いています。 
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1.6

1.6

2.9

3.5

3.9

3.8

10.2

10.3

9.8

9.8

8.1

7.5

6.7

8.1

9.1

3.2

0 5 10 15

50万円未満

50～100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～600万円未満

600～700万円未満

700～800万円未満

800～900万円未満

900～1,000万円未満

1,000～1,200万円未満

1,200万円以上

無回答

％総数=1,364

（７）世帯年収 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「400～500 万円未満」が 10.3％と最も多く、

次いで「300～400 万円未満」が 10.2％、「500

～600 万円未満」と「600～700 万円未満」が

それぞれ 9.8％と続いています。 

なお、上位４項目を占める『300～700 万円

未満』が 40.1％となっているほか、『300 万円

未満』が 17.3％、『700 万円以上』が 39.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｆ７．（６）でお答えの世帯全体の合計収入額（年金を含み、税引き前の金額）は、平成 27 年

の１年間で、次のうちどれにあてはまりますか。（１つに○） 

％
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57.1

19.8

5.3

0.3

13.1

2.1

1.0

1.2

0 20 40 60

持家（一戸建て）

持家（集合住宅）

公営賃貸住宅

民間賃貸住宅（一戸建て）

民間賃貸住宅（集合住宅）

借家

その他

無回答

％総数=1,364

回

答

者

数
（

人
）

持

家

（

一

戸

建

て
）

持

家

（

集

合

住

宅
）

公

営

賃

貸

住

宅

民

間

賃

貸

住

宅

（

一

戸

建

て
）

民

間

賃

貸

住

宅

（

集

合

住

宅
）

借

家

そ

の

他

無

回

答

全体 1,364 57.1 19.8 5.3 0.3 13.1 2.1 1.0 1.2

本庁地区 108 33.3 46.3 4.6 - 11.1 1.9 1.9 0.9

明第１地区 88 54.5 29.5 1.1 - 12.5 2.3 - -

明第２東地区 81 55.6 22.2 1.2 - 14.8 3.7 1.2 1.2

明第２西地区 80 75.0 8.8 - - 5.0 5.0 3.8 2.5

矢切地区 81 76.5 7.4 - 1.2 11.1 1.2 - 2.5

東部地区 97 62.9 24.7 4.1 1.0 3.1 2.1 1.0 1.0

常盤平地区・常盤平団地地区 156 33.3 14.1 28.2 - 19.2 1.3 1.9 1.9

五香松飛台地区 85 74.1 4.7 3.5 1.2 14.1 2.4 - -

六実六高台地区 86 64.0 25.6 1.2 - 8.1 1.2 - -

馬橋地区 89 67.4 18.0 4.5 - 6.7 2.2 1.1 -

小金地区 83 59.0 18.1 - 1.2 16.9 2.4 - 2.4

小金原地区 76 72.4 7.9 5.3 - 11.8 1.3 - 1.3

新松戸地区 87 36.8 36.8 - - 24.1 1.1 - 1.1

馬橋西地区 78 61.5 11.5 - - 23.1 - 1.3 2.6

一人暮らし 149 14.8 20.1 20.8 - 33.6 5.4 0.7 4.7

夫婦二人暮らし 267 55.4 19.1 4.9 - 15.4 2.6 2.2 0.4

息子・娘の２世帯 625 58.7 26.2 2.4 0.5 9.1 1.0 1.1 1.0

その他（３世帯を含む） 278 78.8 6.5 3.6 0.4 7.9 2.2 - 0.7

日

常

生

活

圏

域

世

帯

類

型

（８）住まいの形態 

 

 

 

【 全 体 】 

「持家（一戸建て）」が 57.1％と最も多く、

次いで「持家（集合住宅）」が 19.8％、「民間

賃貸住宅（集合住宅）」が 13.1％、「公営賃貸

住宅」が 5.3％と続いています。 

 

【クロス集計】 

日常生活圏域別 

 本庁地区では「持家（集合住宅）」が 46.3％

で最も多くなっているほか、新松戸地区でも

「持家（集合住宅）」が「持家（一戸建て）」

とともに 36.8％で最も多くなっています。 

 また、明第２西地区、矢切地区、五香松飛台地区、小金原地区では「持家（一戸建て）」が、常盤

平地区・常盤平団地地区では「公営賃貸住宅」が、新松戸地区と馬橋西地区では「民間賃貸住宅（集

合住宅）」が、それぞれ他の圏域に比べて多くなっています。 

 

世帯類型別 

 一人暮らしでは「民間賃貸住宅（集合住宅）」が 33.6％で最も多くなっているほか、「公営賃貸住

宅」が 20.8％と他の世帯に比べて多くなっています。 

 また、その他（３世帯を含む）では「持家（一戸建て）」が 78.8％と他の世帯に比べて多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｆ８．あなたが住んでいる住宅の種類はどれですか。（１つに○） 

％
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大変苦しい

12.2%

やや苦しい

30.4%

ふつう

41.2%

ややゆとり

がある 13.6%

大変ゆとり

がある 1.3%

無回答

1.3%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

大

変

苦

し

い

や

や

苦

し

い

ふ

つ

う

や

や

ゆ

と

り

が

あ

る

大

変

ゆ

と

り

が

あ

る

無

回

答

全体 1,364 12.2 30.4 41.2 13.6 1.3 1.3

50万円未満 22 36.4 40.9 13.6 9.1 - -

50～100万円未満 22 45.5 40.9 13.6 - - -

100～150万円未満 40 52.5 30.0 12.5 5.0 - -

150～200万円未満 48 41.7 29.2 22.9 2.1 - 4.2

200～250万円未満 53 30.2 50.9 15.1 1.9 - 1.9

250～300万円未満 52 21.2 48.1 25.0 5.8 - -

300～400万円未満 139 15.8 41.0 38.1 2.9 - 2.2

400～500万円未満 141 9.9 44.7 37.6 6.4 0.7 0.7

500～600万円未満 133 9.0 35.3 45.1 9.8 - 0.8

600～700万円未満 133 8.3 28.6 51.1 11.3 - 0.8

700～800万円未満 110 4.5 26.4 50.0 15.5 0.9 2.7

800～900万円未満 102 4.9 25.5 46.1 21.6 - 2.0

900～1,000万円未満 91 4.4 14.3 57.1 22.0 - 2.2

1,000～1,200万円未満 111 2.7 18.9 48.6 25.2 3.6 0.9

1,200万円以上 124 - 6.5 46.0 38.7 8.9 -

世

帯

年

収

（９）暮らし向き 

 

 

 

【 全 体 】 

 『苦しい』（「大変苦しい」と「やや苦しい」

の合計）が 42.6％と最も多く、次いで「ふつ

う」が 41.2％、『ゆとりがある』（「大変ゆと

りがある」と「ややゆとりがある」の合計）

が 14.9％と続いています。 

 

【クロス集計】 

世帯年収別 

 500～1,200 万円未満では「ふつう」が、

1,200 万円以上では『ゆとりがある』が、そ

れぞれ最も多くなっています。 

 また、100～500 万円未満では『苦しい』が

半数以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｆ９．現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（１つに○） 

※“50 万円未満”と“50～100 万円未満”は回答者数が少ないため参考値となります。 

％
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大変苦しい

10.9%

やや苦しい

28.4%

ふつう

42.7%

ややゆとり

がある 13.7%

大変ゆとり

がある 2.9%

無回答

1.4%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

大

変

苦

し

い

や

や

苦

し

い

ふ

つ

う

や

や

ゆ

と

り

が

あ

る

大

変

ゆ

と

り

が

あ

る

無

回

答

全体 1,364 10.9 28.4 42.7 13.7 2.9 1.4

している 172 16.3 30.2 38.4 14.0 1.2 -

過去にしていた 258 8.1 27.1 46.5 12.0 3.9 2.3

したことがない 853 10.4 28.3 43.1 14.1 3.0 1.1

介

護

経

験

（10）暮らしの忙しさ 

 

 

 

【 全 体 】 

 『苦しい』（「大変苦しい」と「やや苦しい」

の合計）が 39.3％、「ふつう」が 42.7％、『ゆ

とりがある』（「大変ゆとりがある」と「やや

ゆとりがある」の合計）が 16.6％となってい

ます。 

 

【クロス集計】 

介護経験別 

 介護をしているでは『苦しい』が 46.5％で

最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｆ10．現在の暮らしの状況を時間的にみて、どう感じていますか。（１つに○） 

％
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やせ

7.0%

標準

67.6%

肥満

22.7%

無回答

2.6%

総数
1,364

 

 

 

（１）ＢＭＩ 

 

 

 

【 全 体 】 

 回答のあった身長と体重からＢＭＩを算出

した結果、「やせ」が 7.0％、「標準」が 67.6％、

「肥満」が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「肥満」が 32.3％と女性（15.2％）を 17.1 ポイント上回っています。一方、女性では

「やせ」と「標準」が男性を５ポイント以上上回っています。 

 

 

  

２ 身体の状況について 

Ｑ１．あなたの現在の身長と体重を教えてください。 

※ＢＭＩ（Ｂｏｄｙ Ｍａｓｓ Ｉｎｄｅｘ）とは、身長と体重から肥満体型や

やせ体型等を表す指標です。 

【計算式】ＢＭＩ ＝ 体重（kg） ÷ 身長（m） ÷ 身長（m） 

やせ：18.5 未満、標準：18.5 以上 25.0 未満、肥満：25.0 以上 

やせ  

3.8

9.7

標準

62.5

71.6

肥満

32.3

15.2

無回答

1.3

3.6

男性

(598)

女性

(756)

％
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とてもよい

7.7%

まあよい

69.3%

あまりよくない

19.1%

よくない

2.7%

無回答

1.2%

総数
1,364

（２）健康状態 

 

 

 

【 全 体 】 

 『よい』（「とてもよい」と「まあよい」の

合計）が 77.0％、『よくない』（「よくない」

と「あまりよくない」の合計）が 21.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

年齢別 

 『よい』は 40～44 歳と 45～49 歳では 80％台に達していますが、年齢が上がるにつれて

減少し、60～64 歳では 71.9％にとどまっています。 

 

 

 

 

  

Ｑ２．現在のあなたの健康状態はいかがですか。（１つに○） 

とてもよい  

9.9

13.1

5.8

5.0

6.0

まあよい

72.9

67.5

70.8

70.4

65.9

あまりよくない

14.8

15.3

20.6

19.6

23.9

よくない

2.0

2.6

2.1

3.3

3.0

無回答

0.5

1.5

0.8

1.7

1.2

40～44歳

(203)

45～49歳

(274)

50～54歳

(243)

55～59歳

(301)

60～64歳

(331)

％
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18.0

33.7

40.2

54.5

20.5

8.2

3.1

0 20 40 60

介護予防手帳など、自己管理に

役立つ情報や手段

運動などに一緒に取り組める

仲間

必要な時に相談や助言をして

くれる専門機関

健康維持等のために活動できる

場所

就労やボランティア等、社会参加

や役割をもつきっかけづくり

その他

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答
者

数
（

人
）

介

護
予

防
手

帳
な

ど
、

自
己

管
理

に

役
立

つ
情

報
や

手
段

運
動

な
ど

に
一

緒
に

取
り

組
め

る

仲

間

必

要
な

時
に

相
談

や
助

言
を

し
て

く
れ

る
専

門
機

関

健
康

維
持

等
の

た
め

に

活

動
で

き
る

場
所

就

労
や

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

等
、

社
会

参
加

や
役

割
を

も
つ

き
っ

か
け

づ
く

り

そ

の
他

無

回
答

全体 1,364 18.0 33.7 40.2 54.5 20.5 8.2 3.1

男性 598 18.1 33.8 32.9 55.7 19.1 8.4 2.5

女性 756 18.0 33.5 46.2 53.7 21.6 7.9 3.4

40～44歳 203 14.8 39.9 39.4 56.7 15.3 8.4 2.0

45～49歳 274 15.3 33.6 35.4 49.3 14.2 10.6 4.7

50～54歳 243 19.8 37.9 44.0 65.0 26.3 7.0 1.6

55～59歳 301 18.6 28.9 44.2 52.8 25.6 7.3 3.3

60～64歳 331 20.5 31.4 38.1 52.3 19.6 7.9 2.7

性
別

年
齢

（３）健康維持 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「健康維持等のために活動できる場所」が

54.5％と最も多く、次いで「必要な時に相談

や助言をしてくれる専門機関」が 40.2％、「運

動などに一緒に取り組める仲間」が 33.7％、

「就労やボランティア等、社会参加や役割を

もつきっかけづくり」が 20.5％と続いていま

す。 

 

【クロス集計】 

性別 

 女性では「必要な時に相談や助言をしてく

れる専門機関」が 46.2％と男性（32.9％）を

13.3 ポイント上回っています。 

 

年齢別 

 50～54 歳と 55～59 歳では「就労やボランティア等、社会参加や役割をもつきっかけづくり」が

他の年齢に比べて多くなっているほか、50～54 歳では「健康維持等のために活動できる場所」が他

の年齢に比べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ３．あなたが健康を維持していくためには、どのようなものがあればよいと思いますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

％



Ⅱ 若年者調査の結果 

21 

45.7

15.8

0.6

2.8

5.1

7.9

3.1

3.6

2.1

4.3

1.8

2.3

0.7

0.1

4.6

2.3

7.5

3.7

2.0

0.1

9.5

4.5

0 20 40 60

ない

高血圧

脳卒中

心臓病

糖尿病

高脂血症

呼吸器の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気

外傷

がん

血液・免疫の病気

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

歯の病気

歯肉の病気

うつ病

認知症

その他

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答
者

数
（

人
）

な

い

高

血
圧

脳

卒
中

心

臓
病

糖

尿
病

高
脂

血
症

呼

吸
器

の
病

気

胃

腸
・

肝
臓

・

胆

の
う

の
病

気

腎

臓
・

前
立

腺

の
病

気

筋

骨
格

の
病

気

外

傷

全体 1,364 45.7 15.8 0.6 2.8 5.1 7.9 3.1 3.6 2.1 4.3 1.8

男性 598 42.8 20.9 1.0 4.7 7.0 10.2 3.0 4.5 3.5 1.3 2.8

女性 756 48.0 11.8 0.3 1.3 3.3 6.1 3.0 2.9 1.1 6.6 0.9

が

ん

血
液

・
免
疫

の

病
気

パ
ー

キ

ン
ソ
ン

病

目
の

病
気

耳
の

病
気

歯
の

病
気

歯
肉

の
病
気

う

つ
病

認

知
症

そ

の
他

無

回
答

全体 2.3 0.7 0.1 4.6 2.3 7.5 3.7 2.0 0.1 9.5 4.5

男性 2.0 0.2 0.3 4.7 0.8 6.4 3.3 2.7 - 8.2 4.2

女性 2.6 1.2 - 4.5 3.3 8.2 4.1 1.5 0.1 10.6 4.9

性

別

性

別

（４）治療中や後遺症のある病気 

 

 

 

【 全 体 】 

「高血圧」が 15.8％と多く、次いで「高脂

血症（脂質異常）」が 7.9％、「歯の病気」が

7.5％、「糖尿病」が 5.1％と続いています。

なお、「ない」が 45.7％で最も多くなってい

ます。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「高血圧」が 20.9％と女性（11.8％）

を 9.1 ポイント上回っています。 

 女性では「ない」と「筋骨格の病気」が男

性を５ポイント以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ４．現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（あてはまるもの全てに○） 

％
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回

答
者

数
（

人
）

な

い

高

血
圧

脳

卒
中

心

臓
病

糖

尿
病

高
脂

血
症

呼

吸
器

の
病
気

胃

腸
・

肝
臓
・

胆

の
う

の
病
気

腎

臓
・

前
立
腺

の
病

気

筋

骨
格

の
病
気

外

傷

全体 1,364 45.7 15.8 0.6 2.8 5.1 7.9 3.1 3.6 2.1 4.3 1.8

40～44歳 203 60.6 6.4 - 0.5 1.5 5.9 1.5 3.0 1.0 2.0 3.9

45～49歳 274 59.9 5.8 0.7 0.4 3.3 3.3 2.6 2.9 1.1 1.5 1.5

50～54歳 243 46.9 14.4 - 1.2 4.1 5.8 2.9 3.7 1.6 5.3 1.6

55～59歳 301 34.9 21.9 0.3 5.6 6.3 13.0 3.3 3.7 3.0 5.3 2.0

60～64歳 331 34.7 25.7 1.5 4.8 7.9 10.3 4.2 4.2 3.3 6.3 0.6

が
ん

血
液
・

免
疫

の
病

気

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病

目
の
病

気

耳
の
病

気

歯
の
病

気

歯
肉
の

病
気

う
つ

病

認
知

症

そ
の

他

無
回

答

全体 2.3 0.7 0.1 4.6 2.3 7.5 3.7 2.0 0.1 9.5 4.5

40～44歳 1.5 1.0 0.5 1.0 1.5 7.4 3.9 2.5 - 8.9 3.9

45～49歳 1.1 0.4 - 4.7 1.5 4.7 1.5 2.6 - 8.4 5.5

50～54歳 2.9 0.4 - 3.7 1.6 5.8 4.5 2.9 - 11.5 4.5

55～59歳 2.0 1.3 0.3 5.3 2.7 7.6 5.3 1.7 - 8.3 4.3

60～64歳 3.9 0.3 - 6.9 3.3 10.6 3.6 0.3 - 10.6 3.9

年
齢

年
齢

年齢別 

55～59 歳と 60～64 歳では「高血圧」と「高脂血症（脂質異常）」が他の年齢に比べて多くなって

います。 

また、「ない」は 40～44 歳と 45～49 歳では 60％前後を占めていますが、年齢が上がるにつれて

減少し、55～59 歳と 60～64 歳では 30％台前半にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％
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１年以内に受けた

73.2%

１年～４年前に

受けた 10.4%

４年以上前に

受けた 6.3%

受けていない

9.1%

無回答

1.0%

総数
1,364

（５）健診や人間ドック 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「１年以内に受けた」が73.2％と最も多く、

次いで「１年～４年前に受けた」が 10.4％、

「４年以上前に受けた」が 6.3％と続いてい

ます。なお、「受けていない」が 9.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 女性では「１年以内に受けた」が 69.4％と男性（77.8％）を 8.4 ポイント下回っています。 

 

 

 

年齢別 

 60～64 歳では「１年以内に受けた」が 65.0％と他の年齢と比べて少なくなっています。 

 

 

 

Ｑ５．あなたは今までに、職場や保健センター、医療機関などで、健診や人間ドックを受けま

したか。（１つに○） 

１年以内に受けた  

77.8

69.4

１年～４年前に受けた

9.4

11.2

４年以上前に受けた

4.3

7.9

受けていない

7.4

10.4

無回答

1.2

0.9

男性

(598)

女性

(756)

％

１年以内に受けた  

76.4

77.0

77.8

73.1

65.0

１年～４年前に受けた

8.4

10.2

9.5

10.0

12.7

４年以上前に受けた

5.9

3.3

5.3

5.6

10.6

受けていない

8.9

9.1

7.0

10.0

10.3

無回答

0.5

0.4

0.4

1.3

1.5

40～44歳

(203)

45～49歳

(274)

50～54歳

(243)

55～59歳

(301)

60～64歳

(331)

％
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１年以内に受けた

54.5%

１年～４年前に

受けた 26.0%

４年以上前に

受けた 11.7%

受けていない

6.8%

無回答

1.0%

総数
1,364

（６）歯科の治療、歯科健診 

 

 

 

【 全 体 】 

「１年以内に受けた」が54.5％と最も多く、

次いで「１年～４年前に受けた」が 26.0％、

「４年以上前に受けた」が 11.7％と続いてい

ます。なお、「受けていない」が 6.8％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「１年以内に受けた」が 50.3％と女性（57.9％）を 7.6 ポイント下回っています。 

 

 

 

年齢別 

 50～54 歳では「１年以内に受けた」が 65.4％と他の年齢と比べて多くなっています。 

 

 

 

 

Ｑ６．あなたは今までに、歯科の治療、または歯科健診を受けましたか。（１つに○） 

１年以内に受けた  

50.3

57.9

１年～４年前に受けた

26.4

25.7

４年以上前に受けた

13.0

10.6

受けていない

9.0

4.9

無回答

1.2

0.9

男性

(598)

女性

(756)

％

１年以内に受けた  

52.7

50.7

65.4

51.5

53.8

１年～４年前に受けた

29.1

26.3

20.6

30.9

23.6

４年以上前に受けた

10.8

14.6

7.4

11.3

13.0

受けていない

7.4

8.0

5.8

5.0

7.9

無回答

0.0

0.4

0.8

1.3

1.8

40～44歳

(203)

45～49歳

(274)

50～54歳

(243)

55～59歳

(301)

60～64歳

(331)

％
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０本

0.7%
１～４本

1.0%
５～９本

2.3%

10～19本

11.8%

20本以上

83.0%

無回答

1.2%

総数
1,364

（７）自分の歯の本数 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「20 本以上」が 83.0％と最も多く、次いで

「10～19 本」が 11.8％、「５～９本」が 2.3％、

「１～４本」が 1.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「20本以上」が 79.8％と女性（85.6％）を 5.8 ポイント下回っています。 

 

 

年齢別 

 55～59 歳と 60～64 歳では「20本以上」が他の年齢に比べて少なくなっている一方で、

「10～19 本」が他の年齢に比べて多くなっています。 

 

 

Ｑ７．現在ご自身の歯は何本残っていますか。さし歯や金属をかぶせた歯も自分の歯に含めま

す。なお成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32本です。（１つに○） 

０本  

1.3

0.3

１～４本

1.5

0.5

５～９本

2.5

2.2

１０～１９本

13.9

10.2

２０本以上

79.8

85.6

無回答

1.0

1.2

男性

(598)

女性

(756)

％

０本  

0.0

0.7

0.4

0.0

2.1

１～４本

0.0

0.0

0.4

0.7

3.0

５～９本

0.0

0.7

1.6

3.3

4.8

１０～１９本

7.4

4.4

7.4

17.3

18.7

２０本以上

92.6

93.1

89.3

77.1

69.8

無回答

0.0

1.1

0.8

1.7

1.5

40～44歳

(203)

45～49歳

(274)

50～54歳

(243)

55～59歳

(301)

60～64歳

(331)

％
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現在飲んでいる

63.6%

５年以内にやめて

今は飲んでいな

い 2.5%

５年以上前にや

めて今は飲んで

いない 2.6%

もともと飲まない

30.1%

無回答

1.3%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

現

在

飲

ん

で

い

る

５

年

以

内

に

や

め

て

今

は

飲

ん

で

い

な

い

５

年

以

上

前

に

や

め

て

今

は

飲

ん

で

い

な

い

も

と

も

と

飲

ま

な

い

無

回

答

全体 1,364 63.6 2.5 2.6 30.1 1.3

男性 598 76.4 2.7 2.7 17.4 0.8

女性 756 53.2 2.4 2.5 40.3 1.6

40～44歳 203 66.5 2.5 1.0 29.6 0.5

45～49歳 274 68.2 2.2 1.8 27.4 0.4

50～54歳 243 67.1 0.8 3.7 27.6 0.8

55～59歳 301 64.1 3.0 2.7 28.6 1.7

60～64歳 331 55.0 3.6 3.3 36.0 2.1

性

別

年

齢

 

 

 

 

（１）飲酒状況 

 

 

 

【 全 体 】 

「現在飲んでいる」が 63.6％と最も多く、

次いで「もともと飲まない」が 30.1％、「５

年以上前にやめて今は飲んでいない」が2.6％、

「５年以内にやめて今は飲んでいない」が

2.5％と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「現在飲んでいる」が 76.4％と女

性（53.2％）を 23.2 ポイント上回っています。 

一方、女性では「もともと飲まない」が

40.3％と男性（17.4％）を 22.9 ポイント上回

っています。 

 

年齢別 

 60～64 歳では「現在飲んでいる」が 55.0％と他の年齢に比べて少なくなっている一方で、「もと

もと飲まない」が 36.0％と他の年齢に比べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

３ 食事・飲酒・喫煙状況について 

Ｑ８．お酒を飲みますか。（１つに○） 

％



Ⅱ 若年者調査の結果 

27 

ほぼ毎日吸って

いる 21.4%

時々吸っている

2.0%

５年以内にやめて

今は吸っていない

4.5%

５年以上前にや

めて今は吸ってい

ない 20.5%

もともと吸わない

51.1%

無回答

0.6%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

ほ

ぼ

毎

日

吸
っ

て

い

る

時

々

吸
っ

て

い

る

５

年

以

内

に

や

め

て

今

は

吸
っ

て

い

な

い

５

年

以

上

前

に

や

め

て

今

は

吸
っ

て

い

な

い

も

と

も

と

吸

わ

な

い

無

回

答

全体 1,364 21.4 2.0 4.5 20.5 51.1 0.6

男性 598 34.1 2.5 7.0 29.8 25.8 0.8

女性 756 11.6 1.6 2.4 13.0 71.0 0.4

40～44歳 203 24.1 1.5 6.4 15.8 52.2 -

45～49歳 274 22.6 2.2 3.3 20.4 51.1 0.4

50～54歳 243 18.1 1.2 2.1 22.6 55.6 0.4

55～59歳 301 25.9 1.3 2.7 22.6 46.2 1.3

60～64歳 331 17.5 3.3 7.6 19.9 51.1 0.6

性

別

年

齢

（２）喫煙状況 

 

 

 

【 全 体 】 

「もともと吸わない」が51.1％と最も多く、

次いで「ほぼ毎日吸っている」が 21.4％、「５

年以上前にやめて今は吸っていない」が

20.5％、「５年以内にやめて今は吸っていない」

が 4.5％と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「ほぼ毎日吸っている」が 34.1％

で最も多くなっているほか、「５年以上前にや

めて今は吸っていない」が 29.8％と女性

（13.0％）を 16.8 ポイント上回っています。 

 一方、女性では「もともと吸わない」が

71.0％と男性（25.8％）を 45.2 ポイント上回

っています。 

 

年齢別 

 55～59 歳では「もともと吸わない」が 46.2％と他の年齢に比べて少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ９．タバコは吸いますか。（１つに○） 

％
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32.4

59.8

43.7

3.1

10.0

13.6

11.3

0.5

0 20 40 60

ひとり

配偶者

子ども

孫

友人

職場の同僚

その他

無回答

％
総数=1,364(複数回答)

回
答

者

数
（

人
）

ひ

と
り

配

偶
者

子

ど
も

孫
友

人

職

場

の
同

僚

そ

の
他

無

回
答

全体 1,364 32.4 59.8 43.7 3.1 10.0 13.6 11.3 0.5

男性 598 39.6 60.0 33.4 1.5 7.2 15.7 11.0 0.8

女性 756 26.7 59.7 51.9 4.2 12.0 11.9 11.5 0.3

一人暮らし 149 89.3 1.3 4.0 2.0 19.5 15.4 8.7 2.0

夫婦二人暮らし 267 20.2 91.0 7.5 4.5 8.2 10.1 3.4 0.4

息子・娘の２世帯 625 23.0 71.5 77.1 1.8 7.4 13.4 2.9 0.5

その他（３世帯を含む） 278 33.8 38.5 27.3 5.8 12.2 16.5 39.6 -

性
別

世

帯

類
型

（３）食事をともにする人 

 

 

 

【 全 体 】 

「配偶者」が 59.8％と最も多く、次いで「子

ども」が 43.7％、「ひとり」が 32.4％、「職場

の同僚」が 13.6％と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「ひとり」が 39.6％と女性（26.7％）

を 12.9 ポイント上回っています。 

 一方、女性では「子ども」が 51.9％と男性

（33.4％）を 18.5 ポイント上回っています。 

 

世帯類型別 

 一人暮らしでは「ひとり」が 89.3％で最も

多くなっています。また、夫婦二人暮らしと

息子・娘の２世帯では「配偶者」が他の世帯

に比べて多くなっているほか、息子・娘の２

世帯では「子ども」も他の世帯に比べて多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ10．食事は誰とすることが多いですか。（あてはまるもの全てに○） 

％
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毎日ある

52.4%

週に何度かある

14.5%

月に何度かある

16.9%

年に何度かある

9.3%

ほとんどない

6.5%
無回答

0.4%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

毎

日

あ

る

週

に

何

度

か

あ

る

月

に

何

度

か

あ

る

年

に

何

度

か

あ

る

ほ

と

ん

ど

な

い

無

回

答

全体 1,364 52.4 14.5 16.9 9.3 6.5 0.4

男性 598 47.8 18.6 16.4 7.5 9.7 -

女性 756 55.8 11.4 17.5 10.7 4.0 0.7

40～44歳 203 53.7 15.8 18.7 5.9 5.4 0.5

45～49歳 274 58.8 13.9 19.0 4.7 3.6 -

50～54歳 243 57.6 18.5 12.3 6.6 4.9 -

55～59歳 301 52.8 14.6 16.9 9.3 6.0 0.3

60～64歳 331 42.3 11.5 17.5 16.6 11.2 0.9

一人暮らし 149 4.7 28.2 32.2 14.8 20.1 -

夫婦二人暮らし 267 56.2 11.2 13.1 13.1 6.4 -

息子・娘の２世帯 625 62.4 11.7 14.6 7.7 3.4 0.3

その他（３世帯を含む） 278 53.6 16.2 16.9 6.5 5.8 1.1

性

別

年

齢

世

帯

類

型

（４）食事をともにする機会 

 

 

 

【 全 体 】 

「毎日ある」が 52.4％と最も多く、次いで

「月に何度かある」が 16.9％、「週に何度か

ある」が 14.5％、「年に何度かある」が 9.3％

と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「週に何度かある」と「ほとんど

ない」が女性を５ポイント以上上回っていま

す。 

一方、女性では「毎日ある」が 55.8％と男

性（47.8％）を 8.0 ポイント上回っています。 

 

年齢別 

 60～64 歳では「毎日ある」が 42.3％と他の年代と比べて少なくなっている一方で、「年に何度か

ある」と「ほとんどない」が他の年齢に比べて多くなっています。 

 

世帯類型別 

 一人暮らしでは「月に何度かある」が 32.2％で最も多くなっているほか、「週に何度かある」と

「ほとんどない」が他の世帯に比べて多くなっています。その一方で、「毎日ある」は 10％未満に

とどまっており、他の世帯に比べて大幅に少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ11．どなたかと一緒に食事をする機会はありますか。（１つに○） 

％
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3.8

15.6

12.0

0.1

6.6

3.7

5.1

5.6

60.7

1.2

0 20 40 60 80

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

はつらつクラブ（老人クラブ）

町会・自治会

学習・教養サークル

子ども会・ＰＴＡ

その他のグループ

参加していない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回
答

者
数
（

人
）

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

の

グ
ル
ー

プ

ス
ポ
ー

ツ

関
係

の

グ
ル
ー

プ

や
ク

ラ
ブ

趣
味
関

係
の

グ
ル
ー

プ

は
つ

ら
つ

ク
ラ

ブ

（

老

人
ク

ラ
ブ
）

町

会
・

自
治

会

学
習
・

教
養

サ
ー

ク
ル

子
ど

も
会

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

そ
の

他
の

グ
ル
ー

プ

参
加

し
て

い
な

い

無
回

答

全体 1,364 3.8 15.6 12.0 0.1 6.6 3.7 5.1 5.6 60.7 1.2

本庁地区 108 2.8 18.5 9.3 - 4.6 2.8 3.7 7.4 58.3 0.9

明第１地区 88 3.4 18.2 9.1 - 5.7 1.1 5.7 5.7 63.6 -

明第２東地区 81 2.5 22.2 18.5 - 6.2 3.7 8.6 3.7 51.9 1.2

明第２西地区 80 3.8 5.0 3.8 - 8.8 3.8 5.0 6.3 71.3 1.3

矢切地区 81 9.9 11.1 13.6 - 6.2 6.2 6.2 4.9 59.3 2.5

東部地区 97 3.1 17.5 16.5 - 9.3 5.2 4.1 9.3 51.5 2.1

常盤平地区・常盤平団地地区 156 1.9 8.3 11.5 - 4.5 3.8 3.8 5.8 66.7 0.6

五香松飛台地区 85 3.5 9.4 14.1 - 4.7 3.5 5.9 4.7 61.2 2.4

六実六高台地区 86 1.2 16.3 12.8 - 8.1 3.5 5.8 3.5 65.1 -

馬橋地区 89 4.5 24.7 13.5 1.1 4.5 2.2 4.5 3.4 58.4 -

小金地区 83 8.4 13.3 13.3 - 7.2 6.0 6.0 4.8 59.0 2.4

小金原地区 76 1.3 19.7 13.2 - 7.9 3.9 5.3 2.6 60.5 -

新松戸地区 87 - 26.4 11.5 - 5.7 2.3 5.7 4.6 60.9 -

馬橋西地区 78 6.4 12.8 6.4 - 11.5 2.6 5.1 6.4 60.3 2.6

日
常

生
活

圏
域

 

 

 

（１）グループ参加 

 

 

 

【 全 体 】 

「スポーツ関係のグループやクラブ」が

15.6％と多く、次いで「趣味関係のグループ」

が 12.0％、「町会・自治会」が 6.6％、「子ど

も会・ＰＴＡ」が 5.1％と続いています。な

お、「参加していない」が 60.7％で最も多く

なっています。 

 

【クロス集計】 

日常生活圏域別 

 「スポーツ関係のグループやクラブ」は明

第２東地区（22.2％）、馬橋地区（24.7％）、

新松戸地区（26.4％）で 20％を超えています。 

 「趣味関係のグループ」は明第２東地区

（18.5％）と東部地区（16.5％）で 10％台後

半となっています。 

 「町会・自治会」は馬橋西地区（11.5％）で 10％を超えています。 

 なお、「参加していない」は明第２西地区で 71.3％と他の圏域に比べて多くなっています。 

 

 

 

  

４ 参加している会やグループ、仕事について 

Ｑ12．あなたは、日頃、グループや会等に参加していますか。（あてはまるもの全てに○） 

％
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回

答

者

数
（

人
）

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

の

グ

ル
ー

プ

ス

ポ
ー

ツ

関

係

の

グ

ル
ー

プ

や

ク

ラ

ブ

趣

味

関

係

の

グ

ル
ー

プ

は

つ

ら

つ

ク

ラ

ブ

（

老

人

ク

ラ

ブ
）

町

会

・

自

治

会

学

習

・

教

養

サ
ー

ク

ル

子

ど

も

会

・

Ｐ

Ｔ

Ａ

そ

の

他

の

グ

ル
ー

プ

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

全体 1,364 3.8 15.6 12.0 0.1 6.6 3.7 5.1 5.6 60.7 1.2

男性 598 3.5 14.7 7.5 - 6.5 2.0 2.0 3.0 68.9 0.3

女性 756 4.0 16.1 15.6 0.1 6.6 5.2 7.5 7.5 54.4 1.9

性

別

回
答

者

数
（

人
）

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア

の

グ

ル
ー

プ

ス
ポ
ー

ツ

関
係

の

グ

ル
ー

プ

や

ク
ラ

ブ

趣

味
関

係

の

グ
ル
ー

プ

は
つ

ら

つ

ク
ラ

ブ

（

老

人

ク

ラ
ブ
）

町
会

・

自

治
会

学

習
・

教

養

サ
ー

ク

ル

子

ど
も

会

・

Ｐ
Ｔ

Ａ

そ

の
他

の

グ

ル
ー

プ

参
加

し

て

い
な

い

無

回

答

全体 1,364 3.8 15.6 12.0 0.1 6.6 3.7 5.1 5.6 60.7 1.2

苦しい 580 2.4 10.7 9.5 - 6.7 2.6 6.2 5.7 65.9 1.2

ふつう 562 4.1 17.8 11.6 0.2 6.0 4.6 4.4 5.3 59.8 1.4

ゆとりがある 204 6.9 24.0 19.6 - 7.8 4.4 3.4 5.4 48.0 1.0

Ｆ

９

暮

ら

し

向

き

（

再

編
）

性別 

 女性では「趣味関係のグループ」と「子ども会・ＰＴＡ」が男性を５ポイント以上上回っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らし向き 

 暮らし向きに“ゆとりがある”では「スポーツ関係のグループやクラブ」と「趣味関係のグルー

プ」が他の状況の回答に比べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

％
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0.6

0.5

3.2

5.6

4.0

13.5

2.9

77.1

1.0

0 20 40 60 80

見守りが必要な高齢者を

支援する活動

介護が必要な高齢者を

支援する活動

子どもや親を支援する活動

地域の生活環境の

改善（美化）活動

交通安全・防犯防災の活動

地域行事（祭りなどの

地域の催しもの等）

その他の活動

参加していない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答
者

数
（

人
）

見
守
り

が
必

要
な
高

齢
者

を
支

援
す

る
活
動

介
護

が
必

要
な
高

齢
者

を

支
援

す
る
活

動

子

ど
も

や
親
を

支

援
す

る
活
動

地
域

の
生

活
環
境

の

改
善
（

美

化
）

活

動

交

通
安

全
・
防

犯

防
災

の
活
動

地
域
行

事
（

祭
り
な

ど
の

地
域
の

催
し

も
の
等
）

そ

の
他

の
活
動

参

加
し

て
い
な

い

無

回
答

全体 1,364 0.6 0.5 3.2 5.6 4.0 13.5 2.9 77.1 1.0

本庁地区 108 0.9 0.9 - 5.6 4.6 11.1 3.7 78.7 1.9

明第１地区 88 - - 4.5 3.4 3.4 14.8 2.3 79.5 2.3

明第２東地区 81 - - 2.5 4.9 2.5 9.9 3.7 77.8 1.2

明第２西地区 80 - - 2.5 1.3 2.5 13.8 1.3 83.8 1.3

矢切地区 81 1.2 2.5 2.5 3.7 6.2 13.6 3.7 75.3 1.2

東部地区 97 1.0 1.0 4.1 3.1 4.1 15.5 6.2 73.2 1.0

常盤平地区・常盤平団地地区 156 - - 2.6 4.5 3.8 14.1 1.3 78.8 -

五香松飛台地区 85 1.2 - 2.4 8.2 3.5 18.8 1.2 71.8 1.2

六実六高台地区 86 1.2 1.2 7.0 11.6 2.3 8.1 4.7 75.6 -

馬橋地区 89 1.1 - 2.2 9.0 2.2 6.7 3.4 77.5 2.2

小金地区 83 - - 6.0 1.2 7.2 10.8 6.0 73.5 1.2

小金原地区 76 - - 2.6 6.6 3.9 11.8 2.6 82.9 -

新松戸地区 87 1.1 1.1 2.3 9.2 3.4 21.8 1.1 72.4 -

馬橋西地区 78 - - 3.8 6.4 3.8 19.2 1.3 71.8 -

日
常

生
活
圏

域

（２）地域活動への参加 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）」

が 13.5％と多く、次いで「地域の生活環境の

改善（美化）活動」が 5.6％、「交通安全・防

犯防災の活動」が 4.0％、「子どもや親を支援

する活動」が 3.2％と続いています。なお、

「参加していない」が 77.1％で最も多くなっ

ています。 

 

【クロス集計】 

日常生活圏域別 

 「地域の生活環境の改善（美化）活動」は

五香松飛台地区（8.2％）、六実六高台地区

（11.6％）、馬橋地区（9.0％）、新松戸地区

（9.2％）で 10％前後となっています。 

また、「地域行事（祭りなどの地域の催しも

の等）」は五香松飛台地区（18.8％）と新松戸

地区（21.8％）、馬橋西地区（19.2％）で 20％

前後となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ13．あなたは、日頃、地域で行われている活動に参加していますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

％
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回
答

者
数
（

人
）

見
守

り
が

必
要

な
高
齢

者

を

支
援

す
る

活
動

介

護
が

必
要

な
高
齢

者

を
支

援
す

る
活
動

子
ど

も
や

親
を

支
援

す
る

活
動

地

域
の

生
活

環
境
の

改

善
（

美
化
）

活
動

交
通

安
全

・
防
犯

防

災
の

活
動

地
域

行
事
（

祭

り
な
ど

の

地
域

の
催

し
も

の
等
）

そ
の

他
の

活
動

参
加

し
て

い
な
い

無
回

答

全体 1,364 0.6 0.5 3.2 5.6 4.0 13.5 2.9 77.1 1.0

男性 598 0.2 0.2 2.0 5.2 4.7 11.5 1.8 82.4 0.3

女性 756 0.9 0.8 4.2 6.1 3.6 15.1 3.7 72.8 1.3

性

別

性別 

 男性では「参加していない」が 82.4％と女性（72.8％）を 9.6 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％
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9.5

5.0

14.7

12.0

8.8

16.0

2.3

58.1

1.3

0 20 40 60

見守りが必要な高齢者を

支援する活動

介護が必要な高齢者を

支援する活動

子どもや親を支援する活動

地域の生活環境の

改善（美化）活動

交通安全・防犯防災の活動

地域行事（祭りなどの

地域の催しもの等）

その他の活動

特にない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回
答
者

数
（

人
）

見
守

り
が
必

要
な
高

齢
者

を

支
援
す

る
活
動

介

護
が
必

要
な
高

齢
者

を
支
援

す
る
活

動

子
ど
も

や
親
を

支
援
す

る
活
動

地

域
の
生

活
環
境

の

改

善
（

美

化
）

活

動

交
通
安

全
・
防

犯

防
災

の
活
動

地
域

行
事
（

祭
り
な

ど
の

地
域

の
催
し

も
の
等
）

そ
の
他

の
活
動

特
に

な
い

無

回
答

全体 1,364 9.5 5.0 14.7 12.0 8.8 16.0 2.3 58.1 1.3

本庁地区 108 13.0 4.6 20.4 12.0 6.5 20.4 4.6 54.6 1.9

明第１地区 88 11.4 8.0 12.5 10.2 8.0 12.5 1.1 61.4 1.1

明第２東地区 81 8.6 1.2 19.8 21.0 12.3 21.0 - 51.9 -

明第２西地区 80 11.3 11.3 15.0 8.8 8.8 18.8 - 53.8 -

矢切地区 81 8.6 4.9 13.6 14.8 6.2 6.2 3.7 59.3 2.5

東部地区 97 13.4 5.2 14.4 14.4 7.2 14.4 4.1 52.6 2.1

常盤平地区・常盤平団地地区 156 7.7 3.8 12.2 15.4 10.3 14.1 0.6 61.5 0.6

五香松飛台地区 85 11.8 4.7 9.4 12.9 10.6 16.5 3.5 56.5 1.2

六実六高台地区 86 7.0 7.0 10.5 4.7 10.5 12.8 2.3 62.8 2.3

馬橋地区 89 6.7 4.5 23.6 10.1 10.1 21.3 - 51.7 3.4

小金地区 83 9.6 4.8 19.3 9.6 12.0 13.3 3.6 57.8 2.4

小金原地区 76 6.6 3.9 13.2 7.9 5.3 14.5 2.6 67.1 -

新松戸地区 87 9.2 3.4 10.3 13.8 6.9 19.5 4.6 55.2 1.1

馬橋西地区 78 7.7 1.3 11.5 9.0 10.3 16.7 1.3 64.1 -

日

常
生

活
圏
域

（３）地域活動への参加意向 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「地域行事（祭りなどの地域の催しもの等）」

が 16.0％と多く、次いで「子どもや親を支援

する活動」が 14.7％、「地域の生活環境の改

善（美化）活動」が 12.0％、「見守りが必要

な高齢者を支援する活動」が 9.5％と続いて

います。なお、「特にない」が 58.1％で最も

多くなっています。 

 

【クロス集計】 

日常生活圏域別 

 「介護が必要な高齢者を支援する活動」は

明第２西地区（11.3％）で 10％を超えていま

す。 

 「子どもや親を支援する活動」は本庁地区

（20.4％）と馬橋地区（23.6％）で、「地域の 

生活環境の改善（美化）活動」は明第２東地区（21.0％）で、「地域行事（祭りなどの地域の催しも

の等）」は本庁地区（20.4％）、明第２東地区（21.0％）、馬橋地区（21.3％）で、それぞれ 20％を

超えています。 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ14．あなたは、今後、参加してみたいと思う地域の活動はありますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

％
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回
答

者
数
（

人
）

見
守

り
が

必
要

な

高
齢

者

を
支

援
す

る
活

動

介

護
が

必
要

な
高

齢
者

を
支

援
す

る
活

動

子
ど

も
や

親

を

支
援

す
る

活

動

地

域
の

生
活

環

境
の

改

善
（

美
化
）

活
動

交
通

安
全

・
防

犯

防

災
の

活
動

地
域

行
事
（

祭

り

な
ど

の

地

域
の

催
し

も
の

等
）

そ
の

他
の

活

動

特

に
な

い

無
回

答

全体 1,364 9.5 5.0 14.7 12.0 8.8 16.0 2.3 58.1 1.3

男性 598 6.7 3.7 10.9 14.5 11.4 18.2 2.5 61.2 0.3

女性 756 11.6 6.1 17.7 10.1 6.9 14.2 2.2 55.4 2.1

性

別

性別 

 男性では「特にない」が 61.2％と女性（55.4％）を 5.8 ポイント上回っています。一方、女性で

は「子どもや親を支援する活動」が 17.7％と男性（10.9％）を 6.8 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％
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58.9

23.7

13.3

38.3

4.9

55.9

5.7

6.2

0.1

0 20 40 60

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答
者

数
（

人
）

配

偶

者

同

居

の

子
ど

も

別

居

の

子
ど

も

兄
弟

姉

妹

・
親

戚

・

親

・

孫

近

隣

友

人

そ

の

他

そ

の
よ

う

な

人
は

い

な

い

無

回

答

全体 1,364 58.9 23.7 13.3 38.3 4.9 55.9 5.7 6.2 0.1

男性 598 62.0 11.0 4.0 24.1 1.5 40.5 4.8 11.0 0.2

女性 756 56.6 33.9 20.2 49.3 7.4 68.3 6.2 2.4 0.1

40～44歳 203 58.6 15.8 0.5 51.2 4.9 57.6 7.9 5.9 -

45～49歳 274 56.6 26.6 3.6 43.8 3.6 56.6 5.1 6.2 -

50～54歳 243 61.3 28.0 8.6 38.3 3.7 64.2 9.1 4.1 -

55～59歳 301 57.5 28.6 22.3 34.9 4.7 54.5 4.7 8.3 0.3

60～64歳 331 61.0 19.0 23.9 29.3 6.6 50.2 3.3 5.1 0.3

年
齢

性

別

 

 

 

（１）心配事や愚痴を聞いてくれる人 

 

 

 

【 全 体 】 

「配偶者」が 58.9％と最も多く、次いで「友

人」が 55.9％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」

が 38.3％、「同居の子ども」が 23.7％と続い

ています。 

 

【クロス集計】 

性別 

女性では「友人」が 68.3％で最も多くなっ

ています。また、「同居の子ども」と「兄弟

姉妹・親戚・親・孫」が男性を 22 ポイント

以上上回っているほか、「別居の子ども」「近

隣」も５ポイント以上上回っています。 

一方、男性では「配偶者」と「そのような人はいない」が女性を５ポイント以上上回っています。 

 

年齢別 

 50～54 歳では「友人」が 64.2％で最も多くなっているほか、45～49 歳でも「友人」が「配偶者」

とともに 56.6％で最も多くなっています。 

 また、「別居の子ども」は 55～59 歳と 60～64 歳で他の年齢に比べて多くなっています。「兄弟姉

妹・親戚・親・孫」は 40～44 歳では 51.2％ですが、年齢が上がるにつれて減少し、60～64 歳では

29.3％にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ たすけあいと笑いについて 

Ｑ15．あなたの心配事や愚痴を聞いてくれる人はいますか。（あてはまるもの全てに○） 

％
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58.4

33.9

15.2

43.3

7.0

54.3

5.7

5.1

0.1

0 20 40 60

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答
者

数
（

人
）

配

偶

者

同

居

の

子
ど

も

別

居

の

子
ど

も

兄
弟

姉

妹

・
親

戚

・

親

・

孫

近

隣

友

人

そ

の

他

そ

の
よ

う

な

人
は

い

な

い

無

回

答

全体 1,364 58.4 33.9 15.2 43.3 7.0 54.3 5.7 5.1 0.1

男性 598 64.0 26.1 7.5 27.6 3.0 38.8 4.3 9.4 0.3

女性 756 54.0 40.2 20.9 55.7 10.1 66.7 6.6 1.7 -

40～44歳 203 62.1 34.0 0.5 53.2 5.9 56.2 4.9 3.9 0.5

45～49歳 274 55.1 41.2 4.7 48.2 6.2 51.1 6.2 4.4 0.4

50～54歳 243 61.3 41.2 10.7 43.6 7.8 61.7 9.1 3.3 -

55～59歳 301 57.8 33.6 24.9 43.9 5.6 52.5 4.3 5.6 -

60～64歳 331 57.4 23.3 26.9 32.6 8.8 52.3 4.5 6.3 -

性

別

年
齢

（２）心配事や愚痴を聞いてあげる人 

 

 

 

【 全 体 】 

「配偶者」が 58.4％と最も多く、次いで「友

人」が 54.3％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」

が 43.3％、「同居の子ども」が 33.9％と続い

ています。 

 

【クロス集計】 

性別 

女性では「友人」が 66.7％で最も多くなっ

ています。また、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」

が 55.7％と男性（27.6％）を 28.1 ポイント

上回っているほか、「同居の子ども」「別居の

子ども」「近隣」も７ポイント以上上回ってい

ます。 

 一方、男性では「配偶者」と「そのような人はいない」が女性を７ポイント以上上回っています。 

 

年齢別 

 50～54 歳では「友人」が 61.7％で最も多くなっています。また、60～64 歳では「同居の子ども」

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が他の年齢に比べて少なくなっている一方で、「別居の子ども」が他の

年齢と比べて多くなっています。このほか、55～59 歳でも「別居の子ども」が他の年齢と比べて多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ16．反対に、あなたが心配事や愚痴を聞いてあげる人はいますか。（あてはまるもの全てに○） 

％
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ほぼ毎日

52.3%

週に１～５回程度

32.8%

月に１～３回程度

9.1%

ほとんどない

5.6%

無回答

0.1%

総数
1,364

（３）声を出して笑う機会 

 

 

 

【 全 体 】 

「ほぼ毎日」が 52.3％と最も多く、次いで

「週に１～５回程度」が 32.8％、「月に１～

３回程度」が 9.1％、「ほとんどない」が 5.6％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「ほぼ毎日」が 42.8％と女性（59.7％）を 16.9 ポイント下回っている一方で、

「週に１～５回程度」は 38.5％と女性（28.6％）を 9.9 ポイント上回っています。 

 

 

年齢別 

 60～64 歳では「ほぼ毎日」が 46.2％と他の年齢に比べて少なくなっています。 

 

 

  

Ｑ17．普段の生活で、声を出して笑う機会はどのくらいありますか。（１つに○） 

ほぼ毎日  

42.8

59.7

週に１～５回程度

38.5

28.6

月に１～３回程度

10.9

7.7

ほとんどない

7.9

3.8

無回答

0.0

0.3

男性

(598)

女性

(756)

％

ほぼ毎日  

52.2

54.7

52.3

56.1

46.2

週に１～５回程度

34.5

31.8

31.3

31.6

36.0

月に１～３回程度

7.9

9.9

10.7

8.0

8.8

ほとんどない

5.4

3.6

5.3

4.3

8.8

無回答

0.0

0.0

0.4

0.0

0.3

40～44歳

(203)

45～49歳

(274)

50～54歳

(243)

55～59歳

(301)

60～64歳

(331)

％
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65.0

29.5

8.4

25.1

1.0

5.2

2.0

10.8

0.4

0 20 40 60 80

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答
者

数
（

人
）

配

偶

者

同

居

の

子
ど

も

別

居

の

子
ど

も

兄
弟

姉

妹

・
親

戚

・

親

・

孫

近

隣

友

人

そ

の

他

そ

の
よ

う

な

人
は

い

な

い

無

回

答

全体 1,364 65.0 29.5 8.4 25.1 1.0 5.2 2.0 10.8 0.4

男性 598 68.9 19.4 4.7 19.6 0.5 3.0 1.8 13.4 0.3

女性 756 62.2 37.6 11.2 29.6 1.2 6.9 2.0 8.7 0.5

40～44歳 203 61.1 17.7 - 43.3 0.5 5.4 1.5 10.3 0.5

45～49歳 274 60.6 34.3 1.1 39.4 1.1 4.4 2.2 8.4 -

50～54歳 243 67.9 37.4 7.4 24.3 0.4 6.2 2.5 9.1 0.4

55～59歳 301 65.4 31.6 10.6 16.6 0.3 5.3 2.7 11.0 0.3

60～64歳 331 69.2 25.7 18.1 10.6 1.8 4.8 1.2 13.6 0.6

年
齢

性

別

（４）看病してくれる人 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「配偶者」が 65.0％と最も多く、次いで「同

居の子ども」が 29.5％、「兄弟姉妹・親戚・

親・孫」が 25.1％、「別居の子ども」が 8.4％

と続いています。なお、「そのような人はいな

い」が 10.8％となっています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「配偶者」が 68.9％と女性（62.2％）

を 6.7 ポイント上回っています。 

 一方、女性では「同居の子ども」「別居の子

ども」「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が男性を６

ポイント以上上回っています。 

 

年齢別 

「別居の子ども」は年齢が上がるにつれて増加しているのに対し、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」は

年齢が上がるにつれて減少しています。 

また、「同居の子ども」は 45～49 歳、50～54 歳、55～59 歳で 30％台を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ18．あなたが病気で数日間寝込んだときに看病や世話をしてくれる人はいますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

％
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64.3

43.3

12.7

43.5

1.7

6.7

2.1

10.9

0.4

0 20 40 60 80

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答

者
数
（

人
）

配
偶

者

同

居

の

子
ど

も

別

居

の

子
ど

も

兄
弟

姉

妹

・
親

戚

・

親
・

孫

近

隣

友

人

そ
の

他

そ

の

よ
う

な

人

は

い
な

い

無
回

答

全体 1,364 64.3 43.3 12.7 43.5 1.7 6.7 2.1 10.9 0.4

男性 598 62.0 35.8 6.9 31.1 0.3 3.5 2.2 17.6 0.5

女性 756 66.3 49.3 17.1 53.8 2.6 9.3 2.0 5.7 0.4

40～44歳 203 65.0 54.2 0.5 51.7 0.5 7.9 1.5 8.9 0.5

45～49歳 274 60.6 52.6 2.9 49.6 1.5 6.2 2.2 9.1 -

50～54歳 243 70.4 50.6 10.7 47.3 1.2 5.3 3.3 7.8 -

55～59歳 301 61.5 39.2 19.6 44.5 1.3 9.0 2.3 10.0 0.3

60～64歳 331 65.9 27.8 23.3 30.8 3.0 5.4 1.5 16.6 0.6

性

別

年

齢

（５）看病してあげる人 

 

 

 

【 全 体 】 

「配偶者」が 64.3％と最も多く、次いで「兄

弟姉妹・親戚・親・孫」が 43.5％、「同居の

子ども」が 43.3％、「別居の子ども」が 12.7％

と続いています。なお、「そのような人はいな

い」が 10.9％となっています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「そのような人はいない」が

17.6％と女性（5.7％）を 11.9 ポイント上回

っています。 

一方、女性では「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 53.8％と男性（31.1％）と 22.7 ポイント上回っ

ているほか、「同居の子ども」「別居の子ども」「友人」も５ポイント以上上回っています。 

 

年齢別 

「別居の子ども」は年齢が上がるにつれて増加しているのに対し、「同居の子ども」と「兄弟姉妹・

親戚・親・孫」は年齢が上がるにつれて減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ19．反対に、看病や世話をしてあげる人はいますか。（あてはまるもの全てに○） 

％
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71.9

20.9

46.5

38.7

1.3

-

0.6

0.5

2.5

8.6

0.7

7.1

4.0

7.1

0.5

0 20 40 60 80

同居家族

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣・友人

町会・自治会

はつらつクラブ（老人クラブ）

社会福祉協議会

民生委員

ケアマネジャー

医師・歯科医師・看護師・薬剤師

高齢者いきいき安心センター

市役所・支所

その他

そのような人はいない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答
者

数
（

人
）

同

居

家
族

別
居

の

子
ど

も

兄

弟
姉

妹

・
親

戚
・

親

・

孫

近
隣

・

友
人

町
会

・

自
治

会

は

つ
ら

つ

ク
ラ

ブ

（

老
人

ク

ラ
ブ
）

社

会
福

祉

協
議

会

民

生

委
員

ケ

ア
マ

ネ

ジ
ャ

ー

医

師
・

歯

科
医

師
・

看

護
師

・

薬
剤

師

高

齢
者

い

き
い

き

安

心

セ
ン

タ
ー

市
役

所

・
支

所

そ

の

他

そ

の
よ

う

な
人

は

い

な

い

無

回

答

全体 1,364 71.9 20.9 46.5 38.7 1.3 - 0.6 0.5 2.5 8.6 0.7 7.1 4.0 7.1 0.5

男性 598 67.1 13.2 37.3 24.7 2.0 - 0.7 0.5 1.5 8.0 0.5 6.4 2.8 11.9 0.7

女性 756 75.8 26.9 53.4 49.7 0.8 - 0.5 0.5 3.3 9.1 0.9 7.8 4.8 3.4 0.4

40～44歳 203 75.9 1.5 58.1 38.9 1.0 - 0.5 1.0 0.5 7.4 0.5 5.4 3.4 6.9 1.5

45～49歳 274 75.9 6.2 50.0 36.9 0.7 - 0.7 0.7 1.8 6.6 1.1 5.8 4.4 6.6 -

50～54歳 243 74.1 15.6 49.0 42.0 - - 0.4 - 2.5 9.9 1.2 7.4 6.6 3.7 -

55～59歳 301 67.4 32.6 45.2 39.5 2.0 - 0.3 0.7 4.3 10.6 0.3 8.3 3.7 9.6 0.3

60～64歳 331 68.9 38.4 35.6 36.9 2.4 - 0.9 0.3 2.7 8.5 0.6 8.2 2.4 7.3 0.9

性
別

年
齢

（６）相談相手 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「同居家族」が 71.9％と最も多く、次いで

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 46.5％、「近

隣・友人」が 38.7％、「別居の子ども」が 20.9％

と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「そのような人はいない」が

11.9％と女性（3.4％）を 8.5 ポイント上回っ

ています。一方、女性では「近隣・友人」が

49.7％と男性（24.7％）を 25.0 ポイント上回

っているほか、「同居家族」「別居の子ども」

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」も８ポイント以

上上回っています。 

 

年齢別 

「別居の子ども」は年齢が上がるにつれて増加しているのに対し、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」は

年齢が上がるにつれて減少しています。 

また、「同居家族」は 40～44 歳、45～49 歳、50～54 歳で 70％台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ20．あなたに何か困りごとがあったときに相談できる人や窓口はありますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

％



Ⅱ 若年者調査の結果 

42 

74.8

18.7

46.4

38.1

1.4

-

0.7

0.3

4.6

11.6

1.2

9.0

4.5

2.5

3.3

0 20 40 60 80

同居家族

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣・友人

町会・自治会

はつらつクラブ（老人クラブ）

社会福祉協議会

民生委員

ケアマネジャー

医師・歯科医師・看護師・薬剤師

高齢者いきいき安心センター

市役所・支所

その他

そのような人はいない

無回答

％総数=1,260(複数回答)

回

答
者

数
（

人
）

同

居

家
族

別
居

の

子
ど

も

兄

弟
姉

妹

・
親

戚
・

親

・

孫

近
隣

・

友
人

町
会

・

自
治

会

は

つ
ら

つ

ク
ラ

ブ

（

老
人

ク

ラ
ブ
）

社

会
福

祉

協
議

会

民

生

委
員

ケ

ア
マ

ネ

ジ
ャ

ー

医

師
・

歯

科
医

師
・

看

護
師

・

薬
剤

師

高

齢
者

い

き
い

き

安

心

セ
ン

タ
ー

市
役

所

・
支

所

そ

の

他

そ

の
よ

う

な
人

は

い

な

い

無

回

答

全体 1,260 74.8 18.7 46.4 38.1 1.4 - 0.7 0.3 4.6 11.6 1.2 9.0 4.5 2.5 3.3

男性 523 75.5 9.9 38.0 24.9 1.9 - 0.6 0.2 2.7 10.7 0.6 5.7 3.6 3.6 2.7

女性 727 74.4 24.6 52.3 47.7 1.1 - 0.8 0.4 6.1 12.1 1.7 11.6 5.2 1.7 3.6

40～44歳 186 80.1 1.1 58.6 42.5 0.5 - 0.5 - 1.1 9.1 1.1 8.1 4.8 1.1 2.7

45～49歳 256 74.6 5.9 49.6 38.3 0.8 - 0.4 0.4 2.7 7.8 1.2 10.2 4.7 2.7 3.9

50～54歳 234 75.2 15.8 50.9 44.9 0.4 - 0.9 - 5.1 12.4 1.7 10.3 6.8 2.6 1.7

55～59歳 271 74.2 28.8 46.5 34.7 3.3 - 1.1 - 8.9 16.6 1.8 8.1 3.3 1.8 2.2

60～64歳 304 72.0 33.2 32.6 32.9 1.6 - 0.7 1.0 4.3 10.9 0.3 8.6 3.6 3.6 4.9

性
別

年
齢

（７）実際の相談先 

 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「同居家族」が 74.8％と最も多く、次いで

「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 46.4％、「近

隣・友人」が 38.1％、「別居の子ども」が 18.7％

と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 女性では「近隣・友人」が 47.7％と男性

（24.9％）を 22.8 ポイント上回っているほか、

「別居の子ども」「兄弟姉妹・親戚・親・孫」

「市役所・支所」も５ポイント以上上回って

います。 

 

年齢別 

 60～64 歳では「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 32.6％と他の年齢に比べて少なくなっています。 

 また、「別居の子ども」は 40～44 歳と 45～49 歳では 10％未満ですが、年齢が上がるにつれて増

加し、60～64 歳では 32.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（６）で相談できる人や窓口があると回答した方 

Ｑ20-１．今までにあなたが相談したことのある人や窓口を教えてください。 

（あてはまるもの全てに○） 

％
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互いに相談したり

日用品の貸し借り

をするなど、生活

面で協力しあって

いる人もいる

7.0%

日常的に立ち話

をする程度のつき

あいはしている

27.1%

あいさつ程度の

最小限のつきあ

いしかしていない

53.0%

つきあいは全くし

ていない

7.7%

無回答

5.2%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

互

い

に

相

談

し

た

り

日

用

品

の

貸

し

借

り

を

す

る

な

ど
、

生

活

面

で

協

力

し

あ
っ

て

い

る

人

も

い

る

日

常

的

に

立

ち

話

を

す

る

程

度

の

つ

き

あ

い

は

し

て

い

る

あ

い

さ

つ

程

度

の

最

小

限

の

つ

き

あ

い

し

か

し

て

い

な

い

つ

き

あ

い

は

全

く

し

て

い

な

い

無

回

答

全体 1,364 7.0 27.1 53.0 7.7 5.2

本庁地区 108 8.3 25.0 57.4 5.6 3.7

明第１地区 88 2.3 29.5 60.2 4.5 3.4

明第２東地区 81 11.1 23.5 53.1 9.9 2.5

明第２西地区 80 3.8 28.8 57.5 2.5 7.5

矢切地区 81 4.9 35.8 43.2 9.9 6.2

東部地区 97 5.2 29.9 56.7 3.1 5.2

常盤平地区・常盤平団地地区 156 3.8 28.2 51.3 12.2 4.5

五香松飛台地区 85 11.8 30.6 41.2 4.7 11.8

六実六高台地区 86 8.1 23.3 53.5 5.8 9.3

馬橋地区 89 9.0 15.7 62.9 7.9 4.5

小金地区 83 9.6 31.3 44.6 10.8 3.6

小金原地区 76 3.9 34.2 53.9 5.3 2.6

新松戸地区 87 10.3 18.4 55.2 11.5 4.6

馬橋西地区 78 5.1 21.8 59.0 9.0 5.1

男性 598 4.7 19.2 61.0 11.0 4.0

女性 756 8.7 33.1 47.0 5.2 6.1

日

常

生

活

圏

域

性

別

（８）近所付き合い 

 

 

 

【 全 体 】 

「あいさつ程度の最小限のつきあいしかし

ていない」が 53.0％と最も多く、次いで「日

常的に立ち話をする程度のつきあいはしてい

る」が 27.1％、「つきあいは全くしていない」

が 7.7％、「互いに相談したり日用品の貸し借

りをするなど、生活面で協力しあっている人

もいる」が 7.0％と続いています。 

 

【クロス集計】 

日常生活圏域別 

 「互いに相談したり日用品の貸し借りをす

るなど、生活面で協力しあっている人もいる」

は明第２東地区（11.1％）、五香松飛台

（11.8％）、新松戸地区（10.3％）で、「つき

あいは全くしていない」は常盤平地区・常盤

平団地地区（12.2％）、小金地区（10.8％）、

新松戸地区（11.5％）で、それぞれ 10％を超

えています。 

 

性別 

 男性では「あいさつ程度の最小限のつきあ

いしかしていない」と「つきあいは全くして

いない」が女性を５ポイント以上上回ってい

ます。 

一方、女性では「日常的に立ち話をする程

度のつきあいはしている」が 33.1％と男性

（19.2％）を 13.9 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

  

Ｑ21．あなたは、地域内のご近所の方とどのようなおつきあいをしていますか。（１つに○） 

％
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避難場所・経路を

把握している

46.0%

避難場所は把握

しているが、経路

は把握していない

37.8%

どちらも把握して

いない

14.5%

無回答

1.8%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

避

難

場

所

・

経

路

を

把

握

し

て

い

る

避

難

場

所

は

把

握

し

て

い

る

が
、

経

路

は

把

握

し

て

い

な

い

ど

ち

ら

も

把

握

し

て

い

な

い

無

回

答

全体 1,364 46.0 37.8 14.5 1.8

本庁地区 108 44.4 45.4 8.3 1.9

明第１地区 88 42.0 44.3 12.5 1.1

明第２東地区 81 43.2 38.3 17.3 1.2

明第２西地区 80 41.3 38.8 18.8 1.3

矢切地区 81 38.3 40.7 21.0 -

東部地区 97 49.5 35.1 13.4 2.1

常盤平地区・常盤平団地地区 156 42.3 42.3 12.8 2.6

五香松飛台地区 85 62.4 27.1 10.6 -

六実六高台地区 86 51.2 32.6 14.0 2.3

馬橋地区 89 51.7 34.8 10.1 3.4

小金地区 83 45.8 31.3 21.7 1.2

小金原地区 76 51.3 36.8 10.5 1.3

新松戸地区 87 40.2 43.7 13.8 2.3

馬橋西地区 78 42.3 37.2 17.9 2.6

男性 598 46.3 31.8 20.6 1.3

女性 756 45.6 42.6 9.8 2.0

日

常

生

活

圏

域

性

別

（９）避難場所や経路 

 

 

 

【 全 体 】 

 「避難場所・経路を把握している」が 46.0％

と最も多く、次いで「避難場所は把握してい

るが、経路は把握していない」が 37.8％、「ど

ちらも把握していない」が 14.5％と続いてい

ます。 

 

【クロス集計】 

日常生活圏域別 

 本庁地区、明第１地区、矢切地区、常盤平

地区・常盤平団地地区、新松戸地区では「避

難場所は把握しているが、経路は把握してい

ない」が最も多くなっています。なお、常盤

平地区・常盤平団地地区では「避難場所・経

路を把握している」が「避難場所は把握して

いるが、経路は把握していない」とともに最

も多くなっています。 

 また、五香松飛台地区では「避難場所・経

路を把握している」が、矢切地区と小金地区

では「どちらも把握していない」が他の圏域

に比べて多くなっています。 

 

性別 

 男性では「どちらも把握していない」が

20.6％と女性（9.8％）を 10.8 ポイント上回

っています。 

一方、女性では「避難場所は把握している

が、経路は把握していない」が 42.6％と男性

（31.8％）を 10.8 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

  

Ｑ22．あなたは、地域の避難場所・経路を把握していますか。（１つに○） 

％
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できるだけ

協力したい

41.7%

自身や家族の避

難に支障がない

範囲で協力した

い 51.9%

協力できない

3.2%

協力したくない

0.4%

その他 1.1%

無回答

1.8%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

で
き

る

だ

け

協
力

し

た

い

自

身

や
家

族

の

避

難
に

支

障

が

な
い

範

囲

で

協

力
し

た

い

協

力

で

き
な

い

協

力

し

た
く

な

い

そ

の
他

無

回
答

全体 1,364 41.7 51.9 3.2 0.4 1.1 1.8

本庁地区 108 42.6 50.9 2.8 - 0.9 2.8

明第１地区 88 39.8 53.4 3.4 1.1 1.1 1.1

明第２東地区 81 46.9 45.7 6.2 - - 1.2

明第２西地区 80 46.3 47.5 5.0 - - 1.3

矢切地区 81 42.0 55.6 2.5 - - -

東部地区 97 38.1 54.6 2.1 - 3.1 2.1

常盤平地区・常盤平団地地区 156 41.7 51.9 2.6 1.3 0.6 1.9

五香松飛台地区 85 38.8 52.9 5.9 - 1.2 1.2

六実六高台地区 86 43.0 52.3 3.5 - - 1.2

馬橋地区 89 47.2 48.3 1.1 - - 3.4

小金地区 83 43.4 49.4 2.4 - 3.6 1.2

小金原地区 76 42.1 53.9 1.3 - - 2.6

新松戸地区 87 37.9 54.0 5.7 - 1.1 1.1

馬橋西地区 78 32.1 60.3 2.6 - 2.6 2.6

男性 598 47.5 46.5 3.0 0.3 1.2 1.5

女性 756 37.0 56.3 3.3 0.4 1.1 1.9

日

常

生

活

圏
域

性

別

（10）避難支援 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「自身や家族の避難に支障がない範囲で協

力したい」が 51.9％と最も多く、次いで「で

きるだけ協力したい」が 41.7％、「協力でき

ない」が 3.2％、「協力したくない」が 0.4％

と続いています。 

 

【クロス集計】 

日常生活圏域別 

 明第２東地区では「できるだけ協力したい」

が 46.9％で最も多くなっています。 

 一方、馬橋西地区では「できるだけ協力し

たい」が 32.1％と他の圏域に比べて少なくな

っています。 

 

性別 

 男性は「できるだけ協力したい」が 47.5％

で最も多くなっています。 

 女性では「自身や家族の避難に支障がない

範囲で協力したい」が 56.3％と男性（46.5％）

を 9.8 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

  

Ｑ23．あなたは、災害などが起こったときに、手助けがないと避難ができない方から支援を求

められた場合、協力できますか。（１つに○） 

％
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常に感じている

28.2%

ときどき

感じている

44.8%

あまり感じて

いない

16.9%

ほとんど感じて

いない

4.6%

無回答

5.5%

総数
1,364

 

 

 

（１）こころのハリや生きがい 

 

 

 

 

【 全 体 】 

 『感じている』（「常に感じている」と「と

きどき感じている」の合計）が 73.0％、『感

じていない』（「ほとんど感じていない」と「あ

まり感じていない」の合計）が 21.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では『感じていない』が 25.2％と女性（18.8％）を 6.4 ポイント上回っています。 

一方、女性では『感じている』が 75.5％と男性（69.5％）を 6.0 ポイント上回っています。 

 

 

  

６ 日々の気持ちや今後の生活について 

Ｑ24．あなたは、日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を感じていますか。 

（１つに○） 

常に感じている  

27.4

28.8

ときどき感じている

42.1

46.7

あまり感じていない

19.7

14.8

ほとんど感じていない

5.5

4.0

無回答

5.2

5.7

男性

(598)

女性

(756)

％
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67.9

30.7

28.9

27.3

25.2

1.9

-

2.7

25.6

49.7

30.8

3.9

50.3

41.2

5.1

0.3

0 20 40 60 80

働くこと（自営・家事等を含む）

家族の世話や介護

ご近所や友達とのつきあい

スポーツ・レクリエーション

学習や教養を高めること・趣味の活動

町会・自治会の活動

はつらつクラブ（老人クラブ）の活動

ボランティア活動

おしゃれや服装のこと

家族との団らん

テレビやラジオの視聴

信仰に関すること

旅行や買い物などの外出

食事をすること

その他

無回答

％総数=996(複数回答)

回

答

者
数
（

人
）

働
く

こ

と

（

自

営

・

家
事

等

を

含
む
）

家

族

の

世
話

や

介

護

ご

近

所

や
友

達

と

の

つ

き
あ

い

ス
ポ
ー

ツ

・
レ

ク

リ

エ
ー

シ
ョ

ン

学

習
や

教

養

を
高

め

る

こ
と

・

趣

味
の

活

動

町

会

・

自
治

会

の

活
動

は
つ

ら

つ

ク
ラ

ブ
（

老
人

ク

ラ

ブ
）

の

活

動

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

活

動

お
し
ゃ

れ

や
服

装

の

こ
と

家

族

と
の

団

ら

ん

テ
レ

ビ

や

ラ
ジ

オ

の

視
聴

信

仰

に

関
す

る

こ

と

旅
行

や

買

い
物

な

ど

の
外

出

食

事

を
す

る

こ

と

そ
の

他

無
回

答

全体 996 67.9 30.7 28.9 27.3 25.2 1.9 - 2.7 25.6 49.7 30.8 3.9 50.3 41.2 5.1 0.3

男性 416 67.8 17.5 15.9 33.7 19.2 2.2 - 1.9 11.5 48.1 30.8 3.1 41.3 39.7 4.1 0.5

女性 571 67.4 40.5 38.4 22.8 29.6 1.8 - 3.3 35.6 51.1 30.6 4.6 56.7 42.2 6.0 0.2

性

別

（２）こころのハリや生きがいの内容 

 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「働くこと（自営・家事等を含む）」が67.9％

と最も多く、次いで「旅行や買い物などの外

出」が 50.3％、「家族との団らん」が 49.7％、

「食事をすること」が41.2％と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「スポーツ・レクリエーション」

が 33.7％と女性（22.8％）を 10.9 ポイント

上回っています。 

 一方、女性では「家族の世話や介護」「ご近

所や友達とのつきあい」「おしゃれや服装のこ

と」が男性を 22ポイント以上上回っているほ

か、「学習や教養を高めること・趣味の活動」

と「旅行や買い物などの外出」も 10ポイント

以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）で「常に感じている」「ときどき感じている」と回答した方 

Ｑ24-１．あなたが、現在「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることは、どんなことで

すか。（あてはまるもの全てに○） 

％
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はい

49.8%
いいえ

49.3%

無回答

1.0%

総数
1,364

はい

26.2%

いいえ

72.7%

無回答

1.2%

総数
1,364

はい  

48.2

50.9

いいえ

50.8

48.3

無回答

1.0

0.8

男性

(598)
女性

(756)

％

はい  

57.6

50.4

51.4

49.5

42.9

いいえ

41.9

49.6

47.3

49.5

55.3

無回答

0.5

0.0

1.2

1.0

1.8

40～44歳

(203)
45～49歳

(274)
50～54歳

(243)
55～59歳

(301)
60～64歳

(331)

％

（３）ゆううつ 

 

 

 

 

【 全 体 】 

 「はい」が 49.8％、「いいえ」が 49.3％と

なっています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「いいえ」が 50.8％と「はい」

（48.2％）を上回っています。 

 

 

 

 

 

年齢別 

 60～64 歳では「いいえ」が 55.3％と「はい」（42.9％）を上回っているほか、55～59 歳では「い

いえ」が「はい」とともに 49.5％となっています。また、40～44 歳では「はい」が 57.6％と他

の年齢に比べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）興味がわかない 

 

 

 

 

【 全 体 】 

 「はい」が 26.2％、「いいえ」が 72.7％と

なっています。 

 

 

 

 

  

Ｑ25．この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありましたか。

（どちらかに○） 

Ｑ26．この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感

じがよくありましたか。（どちらかに○） 
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自分でできること

は、人の手を借り

ずに済むよう、心

身の維持・向上に

努めたい

78.7%

自分でできること

でも、家族や人の

手を借りてやって

もらいたい

3.6%

自分でできないこ

とは、家族に手

伝ってもらいたい

10.2%

自分でできないこ

とは、近所の人に

手伝ってもらいた

い -

自分でできないこ

とは、公的サービ

スを使い専門家

の助けを借りたい

4.8%
無回答

2.6%

総数
1,364

回

答

者

数
（

人
）

自

分

で

で

き

る

こ

と

は
、

人

の

手

を

借

り

ず

に

済

む

よ

う
、

心

身

の

維

持

・

向

上

に

努

め

た

い

自

分

で

で

き

る

こ

と

で

も
、

家

族

や

人

の

手

を

借

り

て

や
っ

て

も

ら

い

た

い

自

分

で

で

き

な

い

こ

と

は
、

家

族

に

手

伝
っ

て

も

ら

い

た

い

自

分

で

で

き

な

い

こ

と

は
、

近

所

の

人

に

手

伝
っ

て

も

ら

い

た

い

自

分

で

で

き

な

い

こ

と

は
、

公

的

サ
ー

ビ

ス

を

使

い

専

門

家

の

助

け

を

借

り

た

い

無

回

答

全体 1,364 78.7 3.6 10.2 - 4.8 2.6

40～44歳 203 76.4 4.4 12.8 - 5.4 1.0

45～49歳 274 75.2 5.1 13.5 - 5.5 0.7

50～54歳 243 75.7 4.9 11.5 - 5.3 2.5

55～59歳 301 78.1 3.0 9.0 - 5.0 5.0

60～64歳 331 86.4 1.5 6.0 - 3.0 3.0

年

齢

（５）介護や介助に関する考え 

 

 

 

【 全 体 】 

「自分でできることは、人の手を借りずに

済むよう、心身の維持・向上に努めたい」が

78.7％と最も多く、次いで「自分でできない

ことは、家族に手伝ってもらいたい」が10.2％、

「自分でできないことは、公的サービスを使

い専門家の助けを借りたい」が 4.8％、「自分

でできることでも、家族や人の手を借りてや

ってもらいたい」が 3.6％と続いています。 

 

【クロス集計】 

年齢別 

 60～64 歳では「自分でできることは、人の

手を借りずに済むよう、心身の維持・向上に

努めたい」が 86.4％と他の年齢に比べて多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ27．日々の生活の中で、次のうちあなたの考えに近いものはどれですか。（１つに○） 

％
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引き続き現在の

場所に居住して

いきたい

57.6%将来は別の場所

に転居したい

22.4%

特に考えて

いない

19.2%

無回答

0.8%

総数
1,364

回

答
者

数
（

人
）

引

き

続
き

現

在

の
場

所

に

居

住
し

て

い

き
た

い

将

来

は
別

の

場

所

に

転
居

し

た

い

特

に

考
え

て

い

な

い

無

回

答

全体 1,364 57.6 22.4 19.2 0.8

本庁地区 108 50.9 25.0 23.1 0.9

明第１地区 88 63.6 23.9 11.4 1.1

明第２東地区 81 58.0 25.9 14.8 1.2

明第２西地区 80 56.3 22.5 20.0 1.3

矢切地区 81 70.4 11.1 17.3 1.2

東部地区 97 61.9 24.7 13.4 -

常盤平地区・常盤平団地地区 156 49.4 32.1 17.9 0.6

五香松飛台地区 85 62.4 20.0 16.5 1.2

六実六高台地区 86 58.1 22.1 19.8 -

馬橋地区 89 56.2 21.3 21.3 1.1

小金地区 83 62.7 18.1 16.9 2.4

小金原地区 76 57.9 17.1 25.0 -

新松戸地区 87 59.8 16.1 24.1 -

馬橋西地区 78 56.4 23.1 19.2 1.3

40～44歳 203 45.3 31.5 23.2 -

45～49歳 274 55.8 22.6 21.2 0.4

50～54歳 243 60.1 16.9 21.4 1.6

55～59歳 301 58.5 24.6 16.3 0.7

60～64歳 331 64.4 18.7 15.7 1.2

持家（一戸建て） 779 68.2 15.1 15.9 0.8

持家（集合住宅） 270 62.2 17.0 20.0 0.7

公営賃貸住宅 72 36.1 36.1 27.8 -

民間賃貸住宅（一戸建て） 4 50.0 50.0 - -

民間賃貸住宅（集合住宅） 179 23.5 49.2 26.3 1.1

借家 29 31.0 41.4 24.1 3.4

その他 14 - 64.3 35.7 -

住

ま

い
の

形

態

年

齢

日

常

生

活
圏

域

（６）今後の生活に関する希望 

 

 

 

①生活 

【 全 体 】 

 「引き続き現在の場所に居住していきたい」

が 57.6％、「将来は別の場所に転居したい」

が 22.4％、「特に考えていない」が 19.2％と

なっています。 

 

【クロス集計】 

日常生活圏域別 

 「引き続き現在の場所に居住していきたい」

は矢切地区（70.4％）で 70％以上を占めてい

るのに対し、本庁地区（50.9％）と常盤平地

区・常盤平団地地区（49.4％）は 50％前後に

とどまっています。 

 

年齢別 

 40～44 歳では「引き続き現在の場所に居住

していきたい」が 45.3％と他の年齢に比べて

少なくなっています。 

 

住まいの形態別 

 持家（一戸建て）と持家（集合住宅）では

「引き続き現在の場所に居住していきたい」

が、民間賃貸住宅（集合住宅）では「将来は

別の場所に転居したい」が他の住まいに比べ

て多くなっています。 

 また、公営賃貸住宅では「将来は別の場所

に転居したい」と「引き続き現在の場所に居

住していきたい」とともに 36.1％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

  

Ｑ28．今後の生活についてどのように考えていますか。（それぞれ１つに○） 

※“民間賃貸住宅（一戸建て）”“借家”“その他”は回答者数が少な
いため参考値となります。 

％
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可能な限り

貢献したい

34.5%

あまり貢献したい

とは思わない

5.1%

特に考えて

いない

59.2%

無回答

1.2%

総数
1,364

健康なうちは

働き続けたい

72.6%

仕事はせずに

ゆっくり暮らし

たい

15.6%

特に考えて

いない

11.1%

無回答

0.7%

総数
1,364

②就労 

【 全 体 】 

 「健康なうちは働き続けたい」が 72.6％、

「仕事はせずにゆっくり暮らしたい」が

15.6％、「特に考えていない」が 11.1％とな

っています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「健康なうちは働き続けたい」が

77.8％と女性（68.3％）を 9.5 ポイント上回

っています。 

一方、女性では「特に考えていない」が

14.8％と男性（6.4％）を 8.4 ポイント上回っ

ています。 

 

 

③地域貢献 

【 全 体 】 

 「可能な限り貢献したい」が 34.5％、「あ

まり貢献したいとは思わない」が 5.1％、「特

に考えていない」が 59.2％となっています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性と女性で、ほぼ同じ割合となってい

ます。 

 

 

可能な限り貢献したい 

34.6

34.5

あまり貢献したいとは

思わない

6.0

4.4

特に考えて

いない

58.7

59.4

無回答

0.7

1.7

男性

(598)

女性

(756)

％

健康なうちは

働き続けたい  

77.8

68.3

仕事はせずに

ゆっくり暮らしたい

15.7

15.7

特に考えて

いない

6.4

14.8

無回答

0.2

1.2

男性

(598)

女性

(756)

％
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8.5

29.8

27.4

16.5

9.2

3.6

3.7

1.3

0 10 20 30

自宅で家族中心の介護を受けたい

自宅で家族と外部の介護サービスを

組み合わせて介護を受けたい

家族に頼らずに生活できる介護

サービスがあれば自宅で介護を

受けたい

ケア付き高齢者住宅などに

住み替えて介護を受けたい

特別養護老人ホームなどの

施設で介護を受けたい

医療機関に入院して

介護を受けたい

その他

無回答

％総数=1,364

回

答

者

数
（

人
）

自

宅

で

家

族

中

心

の

介

護

を

受

け

た

い

自

宅

で

家

族

と

外

部

の

介

護

サ
ー

ビ

ス

を

組

み

合

わ

せ

て

介

護

を

受

け

た

い

家

族

に

頼

ら

ず

に

生

活

で

き

る

介

護

サ
ー

ビ

ス

が

あ

れ

ば

自

宅

で

介

護

を

受

け

た

い

ケ

ア

付

き

高

齢

者

住

宅

な

ど

に

住

み

替

え

て

介

護

を

受

け

た

い

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

な

ど

の

施

設

で

介

護

を

受

け

た

い

医

療

機

関

に

入

院

し

て

介

護

を

受

け

た

い

そ

の

他

無

回

答

全体 1,364 8.5 29.8 27.4 16.5 9.2 3.6 3.7 1.3

男性 598 12.9 32.1 24.6 12.5 9.7 2.7 4.0 1.5

女性 756 5.0 27.8 29.9 19.6 8.9 4.4 3.3 1.2

40～44歳 203 8.4 33.0 22.7 20.7 7.4 2.0 5.9 -

45～49歳 274 6.6 34.7 24.1 17.5 9.1 2.9 2.9 2.2

50～54歳 243 9.5 24.3 30.5 17.7 10.7 2.5 4.1 0.8

55～59歳 301 7.6 29.2 29.2 16.6 8.3 5.3 2.7 1.0

60～64歳 331 10.3 28.4 29.6 12.1 10.0 4.2 3.6 1.8

性

別

年

齢

（７）介護が必要になった場合の希望 

 

 

 

【 全 体 】 

「自宅で家族と外部の介護サービスを組み

合わせて介護を受けたい」が 29.8％と最も多

く、次いで「家族に頼らずに生活できる介護

サービスがあれば自宅で介護を受けたい」が

27.4％、「ケア付き高齢者住宅などに住み替え

て介護を受けたい」が 16.5％、「特別養護老

人ホームなどの施設で介護を受けたい」が

9.2％と続いています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 女性は「家族に頼らずに生活できる介護サ

ービスがあれば自宅で介護を受けたい」が

29.9％で最も多くなっているほか、「ケア付き

高齢者住宅などに住み替えて介護を受けたい」

が 19.6％と男性（12.5％）を 7.1 ポイント上

回っています。 

 一方、男性では「自宅で家族中心の介護を受けたい」が 12.9％と女性（5.0％）を 7.9 ポイント

上回っています。 

 

年齢別 

 50～54 歳と 60～64 歳では「家族に頼らずに生活できる介護サービスがあれば自宅で介護を受け

たい」が最も多くなっています。また、55～59 歳でも「家族に頼らずに生活できる介護サービスが

あれば自宅で介護を受けたい」が「自宅で家族と外部の介護サービスを組み合わせて介護を受けた

い」とともに 29.2％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ29．あなたに介護が必要になった場合、どのような介護を望みますか。（１つに○） 

％
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知っている

13.0%

ある程度

知っている

24.2%

あまり知らない

43.2%

知らない

19.3%

無回答

0.4%

総数
1,364

 

 

 

（１）自立支援や介護予防の考え方 

 

 

 

 

 

 

【 全 体 】 

 『知っている』（「知っている」と「ある程

度知っている」の合計）が 37.2％、『知らな

い』（「知らない」と「あまり知らない」の合

計）が 62.5％となっています。 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では『知らない』が 65.9％と女性（59.6％）を 6.7 ポイント上回っています。 

 

 

年齢別 

 40～44 歳では『知らない』が 74.4％と他の年齢に比べて多くなっています。 

 

 

７ 介護保険サービスや市の高齢者施策について 

Ｑ30．介護保険法では、国民は、自ら介護予防のため、健康の保持増進に努めるとともに、要

介護状態となった場合でも、能力の維持向上に努めなければならないとされています。

あなたはこのような自立支援や介護予防の考え方について、知っていますか。 

（１つに〇） 

知っている  

11.5

14.2

ある程度知っている

22.2

25.9

あまり知らない

44.0

42.5

知らない

21.9

17.1

無回答

0.3

0.4

男性

(598)

女性

(756)

％

知っている  

13.8

9.5

14.4

14.6

12.4

ある程度知っている

11.8

21.2

23.0

29.2

30.8

あまり知らない

45.8

49.3

43.2

42.2

37.8

知らない

28.6

19.7

18.9

14.0

18.1

無回答

0.0

0.4

0.4

0.0

0.9

40～44歳

(203)

45～49歳

(274)

50～54歳

(243)

55～59歳

(301)

60～64歳

(331)

％
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知っている

19.6%

ある程度

知っている

33.4%

あまり知らない

32.7%

知らない

13.7%

無回答

0.5%

総数
1,364

 

（２）介護保険料負担の考え方 

 

 

 

 

 

【 全 体 】 

 『知っている』（「知っている」と「ある程

度知っている」の合計）が 53.0％、『知らな

い』（「知らない」と「あまり知らない」の合

計）が 46.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

年齢別 

 40～44 歳、45～49 歳、50～54 歳では『知らない』が『知っている』を上回っています。 

 

性別 

 男性と女性の回答は、ほぼ同じ割合となっています。 

 

 

 

 

  

Ｑ31．介護保険法では、国民は、共同連帯の理念に基づき、介護保険に要する費用を公平に負

担するとされています。あなたは、このような、支え合うために必要な費用を負担し合

うという介護保険の考え方について、知っていますか。（１つに〇） 

知っている  

15.8

15.0

22.6

22.3

21.1

ある程度知っている

24.1

31.0

26.7

40.5

39.9

あまり知らない

38.9

37.6

37.4

27.2

26.0

知らない

21.2

15.7

12.3

10.0

12.1

無回答

0.0

0.7

0.8

0.0

0.9

40～44歳

(203)

45～49歳

(274)

50～54歳

(243)

55～59歳

(301)

60～64歳

(331)

％

知っている  

19.7

19.7

ある程度知っている

31.1

35.2

あまり知らない

33.1

32.4

知らない

15.6

12.2

無回答

0.5

0.5

男性

(598)

女性

(756)

％
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72.2

35.3

65.3

59.9

48.7

22.8

9.5

0 20 40 60 80

原則として40歳以上の方全員が加入し、

保険料を納める

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、

市町村ごとに被保険者本人の所得や世帯の

課税状況によって決まる

介護保険のサービスを利用する場合、

まず市に要介護（要支援）認定の申請をする

要介護（要支援）認定区分に応じて、

利用できる介護（介護予防）サービスの

利用限度額が異なる

サービスを利用したときは、原則としてかかった

費用の１割または２割を利用者が負担する

介護保険に要する費用の半分は、被保険者が

納める保険料と利用者の１割または２割の

負担金で賄い、残りの半分は国や県・市の

税金を財源にしている

無回答

％
総数=1,364(複数回答)

（３）介護保険制度 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「原則として 40歳以上の方全員が加入し､保険料を納める」が 72.2％と最も多く、次いで「介護

保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」が 65.3％、「要介

護（要支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」が

59.9％、「サービスを利用したときは、原則としてかかった費用の１割または２割を利用者が負担す

る」が 48.7％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ32．次の１～６について説明した介護保険制度に関する文章のうち、あなたが知っているも

のはありますか。（知っているもの全てに○） 
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回

答
者

数
（

人
）

原

則
と

し
て

４
０

歳
以

上
の

方
全

員
が

加
入

し
、

保

険
料

を
納

め
る

６

５
歳

以
上

の
方
（

第

１
号

被
保

険
者
）

の

保
険

料
は
、

市

町

村
ご

と
に

被
保

険
者

本
人

の
所

得
や

世
帯

の
課

税
状

況
に

よ
っ

て
決
ま

る

介

護
保

険
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
場

合
、

ま
ず

市
に

要
介

護
（

要
支

援
）

認
定
の

申
請

を
す

る

要

介
護
（

要

支
援
）

認

定
区

分
に

応
じ

て
、

利
用

で
き

る
介

護
（

介
護

予
防
）

サ
ー

ビ

ス
の

利
用

限
度

額
が

異
な

る

サ
ー

ビ

ス
を

利
用

し
た

と
き

は
、

原
則

と
し

て
か

か
っ

た
費

用
の

１
割

ま
た

は
２

割
を
利

用
者

が
負

担
す

る

介

護

保

険

に

要

す

る

費

用

の

半

分

は
、

被

保

険

者

が

納

め

る

保

険

料

と

利

用

者

の

１

割

ま

た

は

２

割

の

負

担

金

で

賄

い
、

残

り

の

半

分

は

国

や

県

・

市

の

税

金

を

財

源

に

し

て

い

る

無

回
答

全体 1,364 72.2 35.3 65.3 59.9 48.7 22.8 9.5

男性 598 70.2 28.4 53.3 48.0 39.6 19.2 12.4

女性 756 73.9 40.9 75.0 69.6 56.1 25.5 6.9

40～44歳 203 69.5 23.2 55.7 52.2 38.4 18.7 13.8

45～49歳 274 75.2 32.1 58.0 51.5 38.7 17.2 9.1

50～54歳 243 74.9 34.6 69.5 65.4 49.0 22.6 11.1

55～59歳 301 74.8 39.5 73.1 66.8 56.5 28.2 6.6

60～64歳 331 67.1 42.0 67.4 61.6 56.5 24.8 8.2

年
齢

性
別

【クロス集計】 

性別 

男性はいずれの項目も回答割合が女性を下回っており、特に「介護保険のサービスを利用する場

合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」と「要介護（要支援）認定区分に応じて、利用

できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」は 21 ポイント以上下回っています。 

 女性では「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」

が 75.0％で最も多くなっています。 

 

年齢別 

 60～64 歳では「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をす

る」が 67.4％で最も多くなっています。また、いずれの項目も年齢が下がるにつれて回答割合が減

少する傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％
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現在のサービス

水準を維持する

ために必要な保

険料引上げであ

れば、やむを得な

い 20.1%

現在以上にサー

ビスを充実するた

めに、保険料負

担が引き上げら

れてもやむを得な

い 5.2%

保険料負担の引

上げを抑えるた

め、介護に関する

希望を可能な限り

実現しつつ、費用

負担を軽減する

対策も講じる

51.6%

保険料を現状程

度に維持すること

が重要であり、

サービスが削減さ

れても構わない

3.9%

わからない

16.1%

無回答

3.1%

総数
1,364

（４）介護保険サービスと保険料のあり方 

 

 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「保険料負担の引上げを抑えるため、介護に関する希望を可能な限り実現しつつ、費用負担を軽

減する対策も講じる」が 51.6％と最も多く、次いで「現在のサービス水準を維持するために必要な

保険料引上げであれば、やむを得ない」が 20.1％、「現在以上にサービスを充実するために、保険

料負担が引き上げられてもやむを得ない」が 5.2％、「保険料を現状程度に維持することが重要であ

り、サービスが削減されても構わない」が 3.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ33．今後、現役世代が減少する一方で、サービス利用対象者が増加することにより、現在の

サービス水準を維持していくためには、保険料負担が大きく増加します。介護サービス

と、サービスを支える保険料負担の関係について、あなたはどう考えますか。 

（１つに○） 
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69.6

44.1

7.6

3.8

28.2

2.1

1.4

18.3

1.0

0 20 40 60 80

広報まつど

松戸市公式ホームページ

松戸市在宅医療・介護事業者

情報検索システム

ハートページ

生活カタログ

ながいき手帳

その他

知らない

無回答

％総数=1,364(複数回答)

回

答

者

数
（

人
）

広

報

ま
つ

ど

松

戸
市

公

式

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

松

戸

市

在
宅

医

療
・

介

護

事

業
者

情

報

検
索

シ

ス

テ
ム

ハ
ー

ト

ペ
ー

ジ

生

活
カ

タ

ロ
グ

な

が
い

き

手
帳

そ

の
他

知
ら

な

い

無

回
答

全体 1,364 69.6 44.1 7.6 3.8 28.2 2.1 1.4 18.3 1.0

男性 598 63.5 44.5 5.7 2.5 17.6 1.7 1.0 22.9 0.7

女性 756 74.5 43.9 9.3 4.9 36.5 2.4 1.6 14.6 1.3

40～44歳 203 63.1 47.3 3.4 2.5 18.2 0.5 1.5 22.2 1.5

45～49歳 274 65.7 45.6 6.6 2.9 25.2 1.8 1.5 21.2 1.8

50～54歳 243 71.2 49.0 10.7 6.2 30.0 0.8 1.2 17.3 1.6

55～59歳 301 70.1 44.9 10.3 5.6 27.6 4.3 0.7 15.9 -

60～64歳 331 74.9 36.6 6.3 1.8 35.0 1.5 2.1 16.6 0.6

性

別

年

齢

（５）情報ツール 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「広報まつど」が 69.6％と最も多く、次い

で「松戸市公式ホームページ」が 44.1％、「生

活カタログ」が 28.2％、「松戸市在宅医療・

介護事業者情報検索システム」が 7.6％と続

いています。なお、「知らない」が 18.3％と

なっています。 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「知らない」が 22.9％と女性

（14.6％）を 8.3 ポイント上回っています。 

一方、女性では「広報まつど」と「生活カ

タログ」が男性を 11ポイント以上上回ってい

ます。 

 

年齢別 

 40～44 歳と 45～49 歳では「広報まつど」が他の年齢に比べて少なくなっています。 

また、60～64 歳では「松戸市公式ホームページ」が 36.6％と他の年齢に比べて少なくなっている

一方、「生活カタログ」が 35.0％と他の年齢に比べて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ34．市民の皆様が高齢者向けサービス等を情報収集するための手段として、次のうち、あな

たが知っているものはどれですか。（知っているもの全てに○） 

％
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68.0

53.7

28.4

35.2

69.6

43.0

8.7

0 20 40 60 80

ひとり暮らしの高齢者に、急病等の緊急事態に

対応するための緊急通報装置を貸与する事業

軽易な日常生活の援助を安価で利用できる

軽度生活援助サービス事業

地震による家具等の転倒を防止するための

器具の購入及び取付費の一部を助成する事業

急病等で救急車が来た際に迅速に対応できる

よう、自宅におく救急時情報用紙を配布する事業

買物・食事の用意が困難な高齢者に食事を

届け、安否の確認をする配食サービス事業

在宅介護者の支援のため、

紙おむつを支給する事業

無回答

％
総数=1,364(複数回答)

回

答

者
数
（

人
）

ひ

と
り

暮
ら

し

の
高

齢
者

に
、

急
病

等

の

緊
急

事
態

に

対
応

す
る

た
め

の
緊

急

通

報
装

置

を
貸

与
す

る
事

業

軽

易
な

日
常

生

活
の

援
助

を
安

価
で

利

用

で
き

る
軽

度

生
活

援
助

サ
ー

ビ
ス

事

業

地

震
に

よ
る

家

具
等

の
転

倒
を

防
止

す

る

た
め

の
器

具

の
購

入
及

び
取

付
費

の

一
部

を

助
成

す
る

事
業

急

病
等

で
救

急

車
が

来
た

際
に

迅
速

に

対

応
で

き
る

よ

う
、

自
宅

に
お

く
救

急

時

情
報

用
紙

を
配

布
す

る
事

業

買

物
・

食
事

の

用
意

が
困

難
な

高
齢

者

に

食
事

を
届

け
、

安

否
の

確
認

を
す

る

配

食
サ
ー

ビ

ス
事

業

在

宅
介

護
者

の

支
援

の
た

め
、

紙
お

む

つ

を
支

給
す

る
事

業

無
回

答

全体 1,364 68.0 53.7 28.4 35.2 69.6 43.0 8.7

男性 598 67.4 49.2 25.8 32.9 61.5 36.5 10.0

女性 756 68.7 57.3 30.0 36.8 75.8 47.9 7.5

性
別

（６）介護保険以外の市独自サービス 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「買物・食事の用意が困難な高齢者に食事を届け、安否の確認をする配食サービス事業」が 69.6％

と最も多く、次いで「ひとり暮らしの高齢者に、急病等の緊急事態に対応するための緊急通報装置

を貸与する事業」が 68.0％、「軽易な日常生活の援助を安価で利用できる軽度生活援助サービス事

業」が 53.7％、「在宅介護者の支援のため、紙おむつを支給する事業」が 43.0％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「ひとり暮らしの高齢者に、急病等の緊急事態に対応するための緊急通報装置を貸与す

る事業」が 67.4％で最も多くなっています。 

 女性では「軽易な日常生活の援助を安価で利用できる軽度生活援助サービス事業」「買物・食事の

用意が困難な高齢者に食事を届け、安否の確認をする配食サービス事業」「在宅介護者の支援のため、

紙おむつを支給する事業」が男性を８ポイント以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ35．市が介護保険サービス以外に独自で行っている高齢者施策について、引き続き必要と 

思うものはどれですか。（あてはまるもの全てに○） 

％
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46.6

66.9

30.6

41.2

41.9

25.5

48.2

1.8

5.4

0 20 40 60 80

認知症予防教室の開催など、

自らが認知症を予防できる取組み

認知症の早期発見・早期診療の仕組みづくり

認知症サポーター養成講座など、

認知症への理解を深める取組み

近隣住民など身近な人が認知症の人や家族を

支援してくれるやさしい地域づくり

介護者のつどいなど、介護している家族の支援

成年後見制度や虐待防止など、権利を守る対策

徘徊症状のある高齢者の安全を守る仕組み

その他

無回答

％
総数=1,364(複数回答)

（７）認知症施策 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「認知症の早期発見・早期診療の仕組みづくり」が 66.9％と最も多く、次いで「徘徊症状のある

高齢者の安全を守る仕組み」が 48.2％、「認知症予防教室の開催など、自らが認知症を予防できる

取組み」が 46.6％、「介護者のつどいなど、介護している家族の支援」が 41.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ36．市が行っている認知症施策について、より充実させる必要があると思うものはどれで 

すか。（あてはまるもの全てに○） 
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回
答

者

数
（

人
）

認

知

症

予
防

教

室
の

開

催

な
ど
、

自
ら

が

認

知
症

を

予
防

で

き

る
取

組

み

認

知

症
の

早

期
発

見

・

早
期

診

療
の

仕

組
み

づ

く

り

認
知

症

サ

ポ
ー

タ
ー

養

成

講

座
な

ど
、

認

知

症
へ

の

理
解

を

深

め
る

取

組
み

近
隣

住

民

な
ど

身

近
な

人

が

認
知

症

の

人
や

家

族

を
支

援

し
て

く

れ

る
や

さ

し

い

地
域

づ

く

り

介

護

者
の

つ

ど
い

な

ど
、

介

護

し
て

い
る

家

族
の

支

援

成

年

後
見

制

度
や

虐

待

防
止

な

ど
、

権
利

を

守
る

対

策

徘

徊

症
状

の

あ
る

高

齢

者
の

安

全
を

守

る

仕
組

み

そ

の
他

無

回
答

全体 1,364 46.6 66.9 30.6 41.2 41.9 25.5 48.2 1.8 5.4

男性 598 45.5 66.4 26.9 35.3 32.6 23.2 43.3 2.2 6.7

女性 756 47.9 67.5 33.3 46.3 49.1 27.2 51.9 1.3 4.5

40～44歳 203 51.7 61.6 33.5 43.3 52.2 29.1 48.3 1.5 4.9

45～49歳 274 41.6 67.5 28.8 32.5 36.5 23.0 41.6 1.8 5.1

50～54歳 243 56.8 70.4 36.6 39.9 43.2 29.2 54.3 1.2 4.9

55～59歳 301 44.9 70.1 31.9 49.2 43.2 30.6 52.2 3.3 3.0

60～64歳 331 42.9 64.0 24.2 41.7 37.8 18.1 45.6 0.9 8.2

性
別

年
齢

【クロス集計】 

性別 

 女性では「認知症サポーター養成講座など、認知症への理解を深める取組み」「近隣住民など身近

な人が認知症の人や家族を支援してくれるやさしい地域づくり」「介護者のつどいなど、介護してい

る家族の支援」「徘徊症状のある高齢者の安全を守る仕組み」が男性を６ポイント以上上回っていま

す。 

 

年齢別 

 40～44 歳では「介護者のつどいなど、介護している家族の支援」が、50～54 歳では「認知症予防

教室の開催など、自らが認知症を予防できる取組み」が、55～59 歳では「近隣住民など身近な人が

認知症の人や家族を支援してくれるやさしい地域づくり」が、それぞれ他の年齢に比べて多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％
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している

12.6%

過去にしていた

18.9%

したことがない

62.5%

無回答

5.9%

総数
1,364

 

 

（１）介護経験 

 

 

 

【 全 体 】 

 『介護経験がある』（「している」と「過去

にしていた」の合計）が 31.5％、「したこと

がない」が 62.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 女性は『介護経験がある』が 37.3％と男性（24.4％）を 12.9 ポイント上回っています。 

 

 

 

年齢別 

 55～59 歳と 60～64 歳では『介護経験がある』が他の年齢に比べて多くなっています。 

 

 

  

８ 家族等の介護経験について 

Ｑ37．あなたはいま（過去に）介護をしていますか（したことがありますか）。（１つに○） 

している  

9.9

14.8

過去にしていた

14.5

22.5

したことがない

71.4

55.6

無回答

4.2

7.1

男性

(598)

女性

(756)

％

している  

6.9

8.0

16.5

15.9

13.9

過去にしていた

9.9

10.2

14.8

28.9

26.0

したことがない

78.8

76.3

63.8

49.8

52.0

無回答

4.4

5.5

4.9

5.3

8.2

40～44歳

(203)

45～49歳

(274)

50～54歳

(243)

55～59歳

(301)

60～64歳

(331)

％



Ⅱ 若年者調査の結果 

63 

自分の親

62.8%

配偶者の親

19.1%

配偶者

3.5%

兄弟・姉妹

0.5%

その他

7.4%

無回答

6.7%

総数
430

施設

20.5%

病院

9.3%

自宅

（あなたと同居）

32.6%

自宅

（あなたとは

別居）

31.4%

無回答

6.3%

総数
430

回

答

者

数
（

人
）

自

分

の

親

配

偶

者

の

親

配

偶

者

兄

弟

・

姉

妹

そ

の

他

無

回

答

全体 430 62.8 19.1 3.5 0.5 7.4 6.7

男性 146 74.7 8.9 4.8 0.7 6.8 4.1

女性 282 56.4 24.5 2.8 0.4 7.8 8.2

性

別

ここから先は（１）で「している」「過去にしていた」と回答した人を対象にした設問の結果です。 

（２）要介護者 

 

 

 

【 全 体 】 

「自分の親」が 62.8％と最も多く、次いで

「配偶者の親」が 19.1％、「配偶者」が 3.5％、

「兄弟・姉妹」が 0.5％と続いています。 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「自分の親」が 74.7％と女性

（56.4％）を 18.3 ポイント上回っています。 

一方、女性では「配偶者の親」が 24.5％と

男性（8.9％）を 15.6 ポイント上回っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）要介護者の所在 

 

 

 

【 全 体 】 

「自宅（あなたと同居）」が 32.6％と最も

多く、次いで「自宅（あなたとは別居）」が

31.4％、「施設」が 20.5％、「病院」が 9.3％

と続いています。 

 

 

 

  

Ｑ37-１．その方（要介護者）はどなたですか。（１つに○） 

Ｑ37-２．その方（要介護者）はどこで生活していますか（生活していましたか）。（１つに○） 

％
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１年未満

26.3%

１年以上

～３年未満

28.8%

３年以上

～５年未満

15.8%

５年以上

25.8%

無回答

3.3%

総数
430

（４）介護期間 

 

 

 

【 全 体 】 

「１年以上～３年未満」が 28.8％と最も多

く、次いで「１年未満」が 26.3％、「５年以

上」が 25.8％、「３年以上～５年未満」が

15.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 女性では「１年未満」が 28.7％で最も多くなっています。男性では「１年以上～３年未満」が 33.6％

と女性（26.6％）を 7.0 ポイント上回っています。 

 

 

  

Ｑ37-３．介護の期間はどの程度ですか。（１つに○） 

１年未満  

21.9

28.7

１年以上～３年未満

33.6

26.6

３年以上～５年未満

17.8

14.5

５年以上

25.3

25.9

無回答

1.4

4.3

男性

(146)

女性

(282)

％
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必要な時に

手を貸す程度

56.0%

２～３時間程度

15.1%

半日程度

11.9%

ほぼ終日

12.8%

無回答

4.2%

総数
430

（５）介護時間 

 

 

 

【 全 体 】 

「必要な時に手を貸す程度」が 56.0％と最

も多く、次いで「２～３時間程度」が 15.1％、

「ほぼ終日」が 12.8％、「半日程度」が 11.9％

と続いています。 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「必要な時に手を貸す程度」が 71.2％と女性（48.2％）を 23.0 ポイント上回っていま

す。一方、女性では「２～３時間程度」と「ほぼ終日」が男性を６ポイント以上上回っています。 

 

 

介護者の所在 

 病院では「２～３時間程度」が、自宅（あなたと同居）では「ほぼ終日」が他の状況の要介護者

に比べてそれぞれ多くなっています。 

 

  

Ｑ37-４．１日あたりの介護の頻度はどの程度ですか。（１つに○） 

必要な時に手を貸す程度  

71.2

48.2

２～３時間程度

11.0

17.4

半日程度

9.6

13.1

ほぼ終日

6.2

16.3

無回答

2.1

5.0

男性

(146)

女性

(282)

％

必要な時に手を貸す程度  

69.3

45.0

50.0

60.0

２～３時間程度

12.5

32.5

12.1

14.8

半日程度

5.7

12.5

14.3

14.8

ほぼ終日

8.0

10.0

22.9

8.1

無回答

4.5

0.0

0.7

2.2

施設

(88)

病院

(40)

自宅

（あなたと同居）
(140)

自宅

（あなたとは別居）

(135)

％



Ⅱ 若年者調査の結果 

66 

ほぼ毎日

40.7%

週３～４日程度

14.9%

週１～２日程度

18.1%

週１日未満

21.6%

無回答

4.7%

総数
430

30分未満

42.8%

30分以上

１時間未満

17.0%

１時間以上

２時間未満

17.7%

２時間以上

10.9%

無回答

11.6%

総数
430

（６）介護頻度 

 

 

 

【 全 体 】 

「ほぼ毎日」が 40.7％と最も多く、次いで

「週１日未満」が 21.6％、「週１～２日程度」

が 18.1％、「週３～４日程度」が 14.9％と続

いています。 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「週１日未満」が 29.5％と女性（17.4％）を 12.1 ポイント上回っています。一方、女

性では「ほぼ毎日」が 43.3％と男性（36.3％）を 7.0 ポイント上回っています。 

 

 

（７）移動時間 

 

 

 

【 全 体 】 

「30 分未満」が 42.8％と最も多く、次いで

「１時間以上２時間未満」が 17.7％、「30 分

以上１時間未満」が 17.0％、「２時間以上」

が 10.9％と続いています。 

 

 

 

 

  

Ｑ37-５．１週間あたりの介護の頻度はどの程度ですか。（１つに○） 

Ｑ37-６．介護のために要した片道の移動時間はどの程度ですか。（１つに○） 

ほぼ毎日  

36.3

43.3

週３～４日程度

14.4

15.2

週１～２日程度

16.4

19.1

週１日未満

29.5

17.4

無回答

3.4

5.0

男性

(146)

女性

(282)

％
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38.6

13.5

9.1

34.7

8.6

21.9

10.5

10.5

1.9

0 10 20 30 40

配偶者

娘

息子

自分の兄弟・姉妹

配偶者の兄弟・姉妹

親

その他

いない

無回答

％総数=430(複数回答)

回
答

者

数
（

人
）

配

偶

者

娘
息

子

自

分

の

兄
弟

・

姉

妹

配
偶

者

の

兄

弟

・

姉

妹
親

そ

の

他

い

な

い

無

回

答

全体 430 38.6 13.5 9.1 34.7 8.6 21.9 10.5 10.5 1.9

男性 146 41.8 10.3 8.2 34.2 7.5 21.9 9.6 6.8 2.1

女性 282 37.2 15.2 9.6 34.4 9.2 22.0 11.0 12.4 1.8

性

別

（８）協力者 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「配偶者」が 38.6％と最も多く、次いで「自

分の兄弟・姉妹」が 34.7％、「親」が 21.9％、

「娘」が 13.5％と続いています。なお、「そ

の他」としては「叔父や叔母などの親戚」「ヘ

ルパー」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 女性では「いない」が 12.4％と男性（6.8％）を 5.6 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ37-７．その方（要介護者）の介護にあたり協力者はいますか（いましたか）。あなたから見

た続柄でご回答ください。（あてはまるもの全てに○） 

％
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介護のみしている

（していた）

29.3%

子育てのみして

いる（していた）

7.4%

どちらもしている

（していた）

24.2%

どちらもして

いない

（していなかった）

23.5%

無回答

15.6%

総数
430

（９）同時期の介護や子育て 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「介護のみしている（していた）」が 29.3％

と最も多く、次いで「どちらもしている（し

ていた）」が 24.2％、「どちらもしていない（し

ていなかった）」が 23.5％、「子育てのみして

いる（していた）」が 7.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「どちらもしていない（していなかった）」が 32.9％で最も多くなっています。 

 女性では「介護のみしている（していた）」と「どちらもしている（していた）」が男性を８ポイ

ント以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ38．あなたは、（２）でお答えいただいた以外の方へ同時期に介護や子育てをしていますか（し

ていましたか）。（１つに○） 

介護のみしている

（していた）  

24.0

32.3

子育てのみしている

（していた）

4.8

8.9

どちらもしている

（していた）

17.1

28.0

どちらもしていない

（していなかった）

32.9

18.1

無回答

21.2

12.8

男性

(146)

女性

(282)

％
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辞めた

9.5%
辞める事を

検討している

3.5%

辞めないつもり

（辞めなかった）

53.3%

転職した

3.5%

転職を検討

している

0.7%

仕事をしていない

（していなかった）

21.9%

無回答

7.7%

総数
430

回
答

者

数
（

人
）

辞

め
た

辞

め
る

事

を
検

討
し

て

い

る

辞

め
な

い
つ

も
り

（

辞

め
な

か
っ

た
）

転
職

し
た

転

職
を

検

討
し

て
い

る

仕
事

を
し

て
い

な
い

（

し
て

い

な
か
っ

た
）

無

回
答

全体 430 9.5 3.5 53.3 3.5 0.7 21.9 7.7

男性 146 6.2 3.4 69.9 3.4 0.7 6.8 9.6

女性 282 11.3 3.5 44.7 3.2 0.7 29.8 6.7

性
別

（10）介護離職・転職 

 

 

 

【 全 体 】 

「辞めないつもり（辞めなかった）」が

53.3％と最も多く、次いで「仕事をしていな

い（していなかった）」が 21.9％、「辞めた」

が 9.5％、「辞める事を検討している」と「転

職した」がそれぞれ 3.5％と続いています。 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

性別 

 男性では「辞めないつもり（辞めなかった）」が 69.9％と女性（44.7％）を 25.2 ポイント上回っ

ています。一方、女性では「仕事をしていない（していなかった）」が 29.8％と男性（6.8％）を 23.0

ポイント上回っているほか、「辞めた」も 5.1 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ39．あなたは介護のために（当時していた）仕事をどのように対応しましたか。（１つに○） 

％
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48.8

4.9

9.8

17.1

29.3

22.0

9.8

2.4

12.2

2.4

14.6

14.6

7.3

2.4

12.2

-

0 10 20 30 40 50

自分の希望として介護に専念したかった

要介護者が介護に専念することを希望した

仕事と介護の両立について、家族や親族から

理解・協力が得られなかった

自宅と要介護者の居住地が離れていた

労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）

することが難しかった

休暇（年休や介護休業等）を取得

できなかった、または取得しづらかった

仕事と介護の両立のための相談先がなかった

介護サービスに関する情報を知らなかった

仕事をしている間の介護サービスを

確保できなかった

自分が休息するための介護サービスを

確保できなかった

急な予定変更などに対応できる

介護サービスを確保できなかった

仕事と介護を両立していたが、自分の

心身の健康状態が悪化した

施設に入所できなかった

介護に適した住環境ではなかった

その他

無回答

％
総数=41(複数回答)

（11）離職理由 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「自分の希望として介護に専念したかった」が 48.8％と最も多く、次いで「労働時間を調整（短

時間勤務や残業免除等）することが難しかった」が 29.3％、「休暇（年休や介護休業等）を取得で

きなかった、または取得しづらかった」が 22.0％、「自宅と要介護者の居住地が離れていた」が 17.1％

と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（10）で「辞めた」と回答した方 

Ｑ39-１．どうしてそのように対応したのですか。（あてはまるもの全てに○） 
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47.7

21.8

18.7

17.9

12.6

1.1

3.1

11.1

29.8

22.1

6.5

18.3

7.6

1.1

8.4

0 10 20 30 40 50

家族や親族からの理解・協力が得られた

自宅と要介護者の居住地が近かった

要介護者と同居した

労働時間を調整（短時間勤務や

残業免除等）した

休暇（年休や介護休業等）を取得した

在宅勤務を利用した

仕事と介護の両立に関する

相談先があった

介護サービスに関する情報を入手できた

デイサービスやショートステイなどの

在宅介護サービスを活用した

施設に入所した

介護しやすい住環境が整備されていた

要介護者の状態が仕事に影響を

及ぼさない程度だった

その他

特にない

無回答

％総数=262(複数回答)

（12）就労継続理由 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「家族や親族からの理解・協力が得られた」が 47.7％と最も多く、次いで「デイサービスやショ

ートステイなどの在宅介護サービスを活用した」が 29.8％、「施設に入所した」が 22.1％、「自宅と

要介護者の居住地が近かった」が 21.8％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（10）で「辞めた」「仕事をしていない（していなかった）」以外を回答した方 

Ｑ39-２．仕事を続けていられた理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○） 
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問題なく、続けて

いける

22.1%

問題はあるが、何

とか続けていける

18.3%

続けていくのは、

やや難しい

7.3%

続けていくのは、

かなり難しい

6.9%

わからない

25.6%

無回答

19.8%

総数
262

回
答

者

数
（

人
）

家

族

や
親

族
か

ら

の

理
解

・

協
力

が
得

ら

れ
た

自

宅

と
要

介
護

者

の

居

住

地
が

近
か
っ

た

要

介
護

者

と
同

居
し

た

労

働

時
間

を

調
整
（

短

時

間
勤

務
や

残

業

免
除

等
）

し

た

休

暇
（

年
休

や

介
護

休
業

等
）

を

取
得

し
た

在

宅
勤

務

を
利

用
し

た

仕
事

と

介
護

の

両
立

に

関
す

る

相
談

先
が

あ
っ

た

介

護
サ
ー

ビ

ス

に
関

す
る

情

報
を

入

手

で
き

た

デ
イ

サ
ー

ビ

ス

や
シ
ョ

ー

ト

ス
テ

イ
な

ど

の

在

宅
介

護

サ
ー

ビ
ス

を

活
用

し
た

施
設

に

入
所

し
た

介
護

し

や
す

い
住

環

境
が

整

備

さ
れ

て

い
た

要

介

護
者

の

状
態

が
仕

事

に
影

響
を

及
ぼ

さ

な
い

程
度

だ
っ

た

そ

の
他

特
に

な
い

無

回
答

全体 262 47.7 21.8 18.7 17.9 12.6 1.1 3.1 11.1 29.8 22.1 6.5 18.3 7.6 1.1 8.4

男性 113 52.2 19.5 24.8 9.7 12.4 - 5.3 15.0 34.5 27.4 8.8 16.8 4.4 1.8 7.1

女性 147 44.2 23.8 14.3 23.1 12.9 2.0 1.4 8.2 26.5 18.4 4.8 19.7 10.2 0.7 9.5

性
別

【クロス集計】 

性別 

 男性では「家族や親族からの理解・協力が得られた」「要介護者と同居した」「介護サービスに関

する情報を入手できた」「デイサービスやショートステイなどの在宅介護サービスを活用した」「施

設に入所した」が女性を６ポイント以上上回っています。 

 一方、女性では「労働時間を調整（短時間勤務や残業免除等）した」が 23.1％と男性（9.7％）

を 13.4 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）今後の見通し 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「問題なく、続けていける」が 22.1％と多

く、次いで「問題はあるが、何とか続けてい

ける」が 18.3％、「続けていくのは、やや難

しい」が 7.3％、「続けていくのは、かなり難

しい」が 6.9％と続いています。なお、「わ

からない」が25.6％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（10）で「辞めた」「仕事をしていない（していなかった）」以外を回答した方 

Ｑ39-３．今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（１つに○） 

％
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50.7

19.5

44.7

19.3

22.6

39.1

40.9

56.0

24.7

36.5

25.6

40.7

3.5

7.2

0 20 40 60

労働時間を調整（短時間勤務や

残業免除等）する仕組みの充実

介護のための在宅勤務の充実

休暇（年休や介護休業等）の充実、

または取得しやすい環境

仕事と介護の両立に関する相談先の充実

介護サービスに関する情報の普及啓発

早朝や夜間も対応できる

デイサービスの充実

ショートステイなど、休息のための

サービスの充実

必要なときにいつでも利用できる

サービスの充実

定期的に自宅を巡回してくれる

サービスの充実

施設サービスの充実

介護しやすい住環境の整備

要介護者や家族・親族の理解と協力

その他

無回答

％
総数=430(複数回答)

（14）必要な両立支援策 

 

 

 

 

【 全 体 】 

「必要なときにいつでも利用できるサービスの充実」が 56.0％と最も多く、次いで「労働時間を

調整（短時間勤務や残業免除等）する仕組みの充実」が 50.7％、「休暇（年休や介護休業等）の充

実、または取得しやすい環境」が 44.7％、「ショートステイなど、休息のためのサービスの充実」

が 40.9％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ40．どのような支援があれば仕事と介護の両立ができると思いますか。 

（あてはまるもの全てに○） 
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回

答

者

数
（

人
）

労

働

時

間

を

調

整
（

短

時

間

勤

務

や
残

業

免

除

等
）

す

る

仕

組

み

の

充

実

介

護

の

た

め

の

在

宅

勤

務

の

充

実

休

暇
（

年

休

や

介

護

休

業

等
）

の

充

実
、

ま

た

は
取

得

し

や

す

い

環

境

仕

事

と

介

護
の

両

立

に

関

す

る

相

談
先

の

充

実

介

護

サ
ー

ビ

ス

に

関

す

る

情

報

の

普

及
啓

発

早

朝

や

夜

間

も

対

応

で

き

る

デ

イ

サ
ー

ビ

ス

の

充

実

シ
ョ

ー

ト

ス

テ

イ

な

ど
、

休

息

の

た

め

の

サ
ー

ビ

ス

の

充

実

必

要

な

と

き
に

い

つ

で

も

利

用

で

き

る

サ
ー

ビ

ス

の

充

実

定

期

的

に

自

宅
を

巡

回

し

て

く

れ

る

サ
ー

ビ

ス

の

充

実

施

設

サ
ー

ビ

ス

の

充

実

介

護

し

や

す
い

住

環

境

の

整

備

要

介

護

者

や

家
族

・

親

族

の

理

解

と

協

力

そ

の

他

無

回

答

全体 430 50.7 19.5 44.7 19.3 22.6 39.1 40.9 56.0 24.7 36.5 25.6 40.7 3.5 7.2

男性 146 47.9 20.5 47.9 18.5 25.3 35.6 37.0 49.3 29.5 40.4 25.3 34.2 4.1 8.2

女性 282 51.8 19.1 42.6 19.9 21.3 41.1 43.3 59.6 22.3 34.0 25.9 44.0 3.2 6.7

性

別

【クロス集計】 

性別 

 男性では「休暇（年休や介護休業等）の充実、または取得しやすい環境」「定期的に自宅を巡回し

てくれるサービスの充実」「施設サービスの充実」が女性を５ポイント以上上回っています。 

 一方、女性では「早朝や夜間も対応できるデイサービスの充実」「ショートステイなど、休息のた

めのサービスの充実」「必要なときにいつでも利用できるサービスの充実」「要介護者や家族・親族

の理解と協力」が男性を５ポイント以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％
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